
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

習画像または機器特性から局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率を算出する
加工確率算出手段

ことを特徴とす 像類似度算出システム。
【請求項２】

工処理が施された問合せ画像から局所領域ごとに画像に加工処理が施された確率を算
出する加工確率算出手段

ことを特徴とす 像類似度算出システム。
【請求項３】

習画像または機器特性から局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率または画像
に加工処理が施される局所領域数の確率分布を算出する加工確率分布算出手段
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　学
と、

　問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割された小領域ごとの特徴
量とを、前記局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率にもとづいて算出された画像
の領域ごとの重み値を作用させて比較して、前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度
を算出する画像類似度算出部とを備えた る画

　加
と、

　問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割された小領域ごとの特徴
量とを、前記局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率にもとづいて算出された画像
の領域ごとの重み値を作用させて比較して、前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度
を算出する画像類似度算出部とを備えた る画

　学
と、

　問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割された小領域ごとの特徴
量とを比較して画像全体の類似度を算出したのち、前記局所領域ごとに画像に加工処理が



ことを特徴とす 像類似度
算出システム。
【請求項４】

工処理が施された問合せ画像から局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率また
は画像に加工処理が施される局所領域数の確率分布を算出する加工確率算出手段

ことを特徴とす 像類似度
算出システム。
【請求項５】

習画像または機器特性から局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率を算出する
加工確率算出手段

ことを特徴とす 像類似度算出システム。
【請求項６】

工処理が施された問合せ画像から局所領域ごとに画像に加工処理が施された確率を算
出する加工確率算出手段

ことを特徴とす 像類似度算出システム。
【請求項７】
　入力として与えられる学習画像または機器特性から画像の局所領域ごとに加工処理が施
される確率を局所領域加工確率として算出する加工確率モデル推定手段と、
　前記局所領域加工確率にもとづいて画像の局所領域ごとの重み値を局所領域重み値とし
て算出する局所領域重み値算出手段と、
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段
と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　入力として与えられる参照画像の事前に用意された小領域特徴量である参照画像小領域
特徴量と前記問合せ画像小領域特徴量とを比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域
類似度として算出する小領域類似度算出手段と、前記小領域類似度に前記局所領域重み値
から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをして前記問合せ画像と前記参照画
像の画像類似度を算出する画像類似度算出手段とを備えたことを特徴とする画像類似度算
出システム。
【請求項８】
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像から画像の局所領域ごとに加工処
理が施された確率を局所領域加工確率として算出する加工領域検出手段と、
　前記局所領域加工確率にもとづいて画像の局所領域ごとの重み値を局所領域重み値とし
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施される確率または画像に加工処理が施される局所領域数の確率分布にもとづいて算出さ
れた画像間の一致を判定する閾値を用いて前記類似度を修正して前記問合せ画像と前記参
照画像の画像類似度を算出する画像類似度算出部とを備えた る画

　加
と、

　問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割された小領域ごとの特徴
量とを比較して画像全体の類似度を算出したのち、前記局所領域ごとに画像に加工処理が
施される確率または画像に加工処理が施される局所領域数の確率分布にもとづいて算出さ
れた画像間の一致を判定する閾値を用いて前記類似度を修正して前記問合せ画像と前記参
照画像の画像類似度を算出する画像類似度算出部とを備えた る画

　学
と、

　問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と、参照画像の分割された小領域ごとの特
徴量とを、前記局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率にもとづいて算出された画
像の領域ごとの重み値を作用させて比較して画像全体の類似度を算出したのち、前記局所
領域ごとに画像に加工処理が施される確率にもとづいて算出された画像間の一致を判定す
る閾値を用いて前記類似度を修正して前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度を算出
する画像類似度算出部とを備えた る画

　加
と、

　問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と、参照画像の分割された小領域ごとの特
徴量とを、前記局所領域ごとに画像に加工処理が施される確率にもとづいて算出された画
像の領域ごとの重み値を作用させて比較して画像全体の類似度を算出したのち、前記局所
領域ごとに画像に加工処理が施される確率にもとづいて算出された画像間の一致を判定す
る閾値を用いて前記類似度を修正して前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度を算出
する画像類似度算出部とを備えた る画



て算出する局所領域重み値算出手段と、
　前記問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　入力として与えられる参照画像の事前に用意された小領域特徴量である参照画像小領域
特徴量と前記問合せ画像小領域特徴量とを比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域
類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度に前記局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重
み付けをして前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度を算出する画像類似度算出手段
とを備えたことを特徴とする画像類似度算出システム。
【請求項９】
　入力として与えられる学習画像または機器特性から画像の局所領域ごとに加工処理が施
される確率である局所領域加工確率または画像に加工処理が施される局所領域数の確率分
布である加工局所領域数確率分布を算出する加工確率モデル推定手段と、
　前記局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布にもとづいて画像間の一致を判定
する閾値を一致判定閾値として算出する一致判定閾値算出手段と、
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段
と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　入力として与えられる参照画像の事前に用意された小領域特徴量である参照画像小領域
特徴量と前記問合せ画像小領域特徴量とを比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域
類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度から画像全体の類似度を算出し前記一致判定閾値を用いて前記類似度
を修正して前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度を算出する画像類似度算出手段と
を備えたことを特徴とする画像類似度算出システム。
【請求項１０】
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像から画像の局所領域ごとに加工処
理が施された確率である局所領域加工確率または画像に加工処理が施された局所領域数の
確率分布である加工局所領域数確率分布を算出する加工領域検出手段と、
　前記局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布にもとづいて画像間の一致を判定
する閾値を一致判定閾値として算出する一致判定閾値算出手段と、
　前記問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　入力として与えられる参照画像の事前に用意された小領域特徴量である参照画像小領域
特徴量と前記問合せ画像小領域特徴量とを比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域
類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度から画像全体の類似度を算出し前記一致判定閾値を用いて前記類似度
を修正して前記問合せ画像と前記参照画像の画像類似度を算出する画像類似度算出手段と
を備えたことを特徴とする画像類似度算出システム。
【請求項１１】
　前記一致判定閾値算出手段は、前記局所領域加工確率または前記加工局所領域数確率分
布にもとづいて加工処理が施される画像と元の画像間で、画像の小領域ごとの類似度から
求められる画像全体の類似度の生起確率分布を推定することによって、前記一致判定閾値
の最適値を算出する請求項 、 、 、及び のうちのいずれか１項に記載の画像類似
度算出システム。
【請求項１２】
　前記一致判定閾値算出手段は、前記局所領域重み値を作用させて求められる画像全体の
類似度を局所領域重み値にもとづいて推定することによって、前記一致判定閾値の最適値
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を算出する請求項 または 記載の画像類似度算出システム。
【請求項１３】
　前記局所領域重み値算出手段は、前記局所領域重み値を、前記局所領域加工確率が高い
場合には低い値、前記局所領域加工確率が低い場合には高い値とする請求項 、 、 、

、 、 、及び のうちのいずれか１項に記載の画像類似度算出システム。
【請求項１４】
　前記局所領域重み値算出手段は、前記局所領域重み値を、１と前記局所領域加工確率の
差として算出する請求項 記載の画像類似度算出システム。
【請求項１５】
　前記加工確率算出手段は、前記局所領域加工確率を、前記加工処理が施された領域を自
動的に検出する方法によって前記加工処理が施された領域を特定したうえで算出する請求
項 ～ のうちのいずれか１項に記載の画像類似度算出システム。
【請求項１６】
　前記加工確率モデル推定手段は、前記局所領域加工確率を、前記加工処理が施された領
域を自動的に検出する方法によって前記加工処理が施された領域を特定したうえで算出す
る請求項 または 記載の画像類似度算出システム。
【請求項１７】
　前記加工領域検出手段は、前記局所領域加工確率を、前記加工処理が施された領域を自
動的に検出する方法によって前記加工処理が施された領域を特定したうえで算出する請求
項 または 記載の画像類似度算出システム。
【請求項１８】
　入力として与えられる学習画像または機器特性から画像の局所領域ごとに加工処理が施
される確率を局所領域加工確率として算出する加工確率モデル推定手段と、
　前記局所領域加工確率にもとづいて画像の局所領域ごとの重み値を局所領域重み値とし
て算出する局所領域重み値算出手段と、
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段
と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　事前に登録された複数の参照画像からなる参照画像群におけるそれぞれの参照画像の小
領域特徴量を記憶する参照画像群小領域特徴量記憶部と、
　前記参照画像群小領域特徴量記憶部に記憶された各参照画像の小領域特徴量と、前記問
合せ画像小領域特徴量とを比較して、各参照画像に対する小領域ごとの特徴量の類似度を
小領域類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度算出手段が算出した前記各参照画像に対する小領域類似度に前記局所
領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをして前記問合せ画像と
前記参照画像群の各参照画像との画像類似度を算出する画像類似度算出手段と、
　前記画像類似度算出手段が算出した各参照画像に対する画像類似度にもとづいて、前記
参照画像群の中から前記問合せ画像に対する検索結果を出力する検索結果出力手段とを備
えたことを特徴とする画像検索システム。
【請求項１９】
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像から画像の局所領域ごとに加工処
理が施された確率を局所領域加工確率として算出する加工領域検出手段と、
　前記局所領域加工確率にもとづいて画像の局所領域ごとの重み値を局所領域重み値とし
て算出する局所領域重み値算出手段と、
　前記問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　事前に登録された複数の参照画像からなる参照画像群におけるそれぞれの参照画像の小
領域特徴量を記憶する参照画像群小領域特徴量記憶部と、
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　前記参照画像群小領域特徴量記憶部に記憶された各参照画像の小領域特徴量と、前記問
合せ画像小領域特徴量とを比較して、各参照画像に対する小領域ごとの特徴量の類似度を
小領域類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度算出手段が算出した前記各参照画像に対する小領域類似度に前記局所
領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをして前記問合せ画像と
前記参照画像群の各参照画像との画像類似度を算出する画像類似度算出手段と、
　前記画像類似度算出手段が算出した各参照画像に対する画像類似度にもとづいて、前記
参照画像群の中から前記問合せ画像に対する検索結果を出力する検索結果出力手段とを備
えたことを特徴とする画像検索システム。
【請求項２０】
　入力として与えられる学習画像または機器特性から画像の局所領域ごとに加工処理が施
される確率である局所領域加工確率または画像に加工処理が施される局所領域数の確率分
布である加工局所領域数確率分布を算出する加工確率モデル推定手段と、
　前記局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布にもとづいて画像間の一致を判定
する閾値を一致判定閾値として算出する一致判定閾値算出手段と、
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段
と、
　前記分割された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する
小領域特徴量抽出手段と、
　事前に登録された複数の参照画像からなる参照画像群におけるそれぞれの参照画像の小
領域特徴量を記憶する参照画像群小領域特徴量記憶部と、
　前記参照画像群小領域特徴量記憶部に記憶された参照画像群の各参照画像の小領域特徴
量と、前記問合せ画像小領域特徴量とを比較して、各参照画像に対する小領域ごとの特徴
量の類似度を小領域類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度算出手段が算出した前記各参照画像に対する小領域類似度から画像全
体の類似度を算出し前記一致判定閾値を用いて前記類似度を修正して前記問合せ画像と前
記参照画像群の各参照画像との画像類似度を算出する画像類似度算出手段と、
　前記画像類似度算出手段が算出した各参照画像に対する画像類似度にもとづいて、前記
参照画像群の中から前記問合せ画像に対する検索結果を出力する検索結果出力手段とを備
えたことを特徴とする画像検索システム。
【請求項２１】
　入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像から画像の局所領域ごとに加工処
理が施された確率である局所領域加工確率または画像に加工処理が施された局所領域数の
確率分布である加工局所領域数確率分布を算出する加工領域検出手段と、
　前記局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布にもとづいて画像間の一致を判定
する閾値を一致判定閾値として算出する一致判定閾値算出手段と、
　前記問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段と、前記分割された小領域から各小領
域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する小領域特徴量抽出手段と、
　事前に登録された複数の参照画像からなる参照画像群におけるそれぞれの参照画像の小
領域特徴量を記憶する参照画像群小領域特徴量記憶部と、
　前記参照画像群小領域特徴量記憶部に記憶された参照画像群の各参照画像の小領域特徴
量と、前記問合せ画像小領域特徴量とを比較して、各参照画像に対する小領域ごとの特徴
量の類似度を小領域類似度として算出する小領域類似度算出手段と、
　前記小領域類似度算出手段が算出した前記各参照画像に対する小領域類似度から画像全
体の類似度を算出し前記一致判定閾値を用いて前記類似度を修正して前記問合せ画像と前
記参照画像群の各参照画像との画像類似度を算出する画像類似度算出手段と、
　前記画像類似度算出手段が算出した各参照画像に対する画像類似度にもとづいて、前記
参照画像群の中から前記問合せ画像に対する検索結果を出力する検索結果出力手段とを備
えたことを特徴とする画像検索システム。
【請求項２２】
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　前記一致判定閾値算出手段は、前記局所領域加工確率または前記加工局所領域数確率分
布にもとづいて加工処理が施される画像と元の画像間で、画像の小領域ごとの類似度から
求められる画像全体の類似度の生起確率分布を推定することによって、前記一致判定閾値
の最適値を算出する請求項 または 記載の画像検索システム。
【請求項２３】
　前記一致判定閾値算出手段は、前記局所領域重み値を作用させて求められる画像全体の
類似度を前記局所領域重み値にもとづいて推定することによって、前記一致判定閾値の最
適値を算出する請求項 または 記載の画像検索システム。
【請求項２４】
　前記局所領域重み値算出手段は、前記局所領域重み値を、前記局所領域加工確率が高い
場合には低い値、前記局所領域加工確率が低い場合には高い値とする請求項 、 、
及び のうちのいずれか１項に記載の画像検索システム。
【請求項２５】
　前記局所領域重み値算出手段は、前記局所領域重み値を、１と前記局所領域加工確率の
差として算出する請求項 記載の画像検索システム。
【請求項２６】
　前記加工確率モデル推定手段は、前記局所領域加工確率を、前記加工処理が施された領
域を自動的に検出する方法によって前記加工処理が施された領域を特定したうえで算出す
る請求項 または 記載の画像検索システム。
【請求項２７】
　前記加工領域検出手段は、前記局所領域加工確率を、前記加工処理が施された領域を自
動的に検出する方法によって前記加工処理が施された領域を特定したうえで算出する請求
項 または 記載の画像検索システム。
【請求項２８】
　前記局所領域が、前記問合せ画像または前記参照画像における小領域と対応するように
分割された領域である請求項 ～ のうちのいずれか１項に記載の画像検索システム
。
【請求項２９】
　前記問合せ画像または前記参照画像における小領域が、画像を同一の大きさの矩形に分
割した領域である請求項 ～ 、及び のうちのいずれか１項に記載の画像検索シ
ステム。
【請求項３０】
　前記問合せ画像または前記参照画像における小領域が、領域の一部が重複するように分
割した領域である請求項 ～ 及び のうちのいずれか１項に記載の画像検索シス
テム。
【請求項３１】
　前記問合せ画像または前記参照画像における小領域が、画像の一部のみを分割して得ら
れた領域である請求項 ～ 及び のうちのいずれか１項に記載の画像検索システ
ム。
【請求項３２】
　前記特徴量が、色情報、エッジ情報、テクスチャ情報、形状情報、動き情報のうちの少
なくとも１つの情報による特徴量である請求項 ～ のうちのいずれか１項に記載の
画像検索システム。
【請求項３３】
　前記特徴量が、ＲＧＢ表色空間、ＨＳＶ表色空間、ＹＵＶ表色空間、ＹＩＱ表色空間、
ＹＣｂＣｒ表色空間、Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色空間、ＸＹＺ表色空間のいずれかの表色空間系に
より規定される色座標の平均値、最頻値、メディアン値、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　
１５９４０－３に規定されている Dominant Color、 Color Layout、 Scalable Color、 Colo
r Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Texture、 Texture Browsing、 Contour Shap
e、 Shape 3Dのうちの少なくとも１つの特徴量である請求項 ～ のうちのいずれか

10

20

30

40

50

(6) JP 3899523 B2 2007.3.28

２０ ２１

２０ ２１

１８ １９
２３

２４

１８ ２０

１９ ２１

１８ ２５

１８ ２５ ２８

１８ ２５ ２８

１８ ２５ ２８

１８ ３１

１８ ３２



１項に記載の画像検索システム。
【請求項３４】
　前記加工処理が、画像に対するテロップの重畳処理、画像に対する字幕の重畳処理、画
像に対するキャラクターの重畳処理、画像に対するオブジェクトの重畳処理、画像の一部
の切り抜き処理、画像の一部の切り出し処理、画像の一部に対するモザイク処理、画像の
一部に対するぼかし処理のうちの少なくとも１つの処理である請求項 ～ のうちの
いずれか１項に記載の画像検索システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画像の類似度を算出する画像類似度算出システム、画像類似度算出方
法および画像類似度算出用プログラムならびに問合せ画像に類似した画像を検索する画像
検索システムに関し、特に、加工処理が施された画像と元画像との類似度を算出する画像
類似度算出システム、画像類似度算出方法および画像類似度算出用プログラムならびに加
工処理が施された問合せ画像に類似した画像を検索する画像検索システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　比較している２つの画像の類似度を算出する画像類似度算出方法は、一般に、登録され
た検索対象の画像群の中から、問合せ画像と類似する画像を検索する画像検索において、
問合せ画像と検索対象画像との類似度を算出するために用いられている。
【０００３】
　従来の画像検索方法の一例が特許文献１に記載されている。特許文献１に記載されてい
る画像検索方法では、画像を複数のブロックに分割し、各ブロックの特徴量を算出する。
さらに、各ブロックについて取得された特徴量に応じて各ブロックにラベルを付与し、ラ
ベルを所定の順序で並べてラベル行列を生成する。そして、問合せ画像と検索対象画像の
画像類似度を、それぞれの画像から得られるラベル列の類似度として算出し、検索におい
ては画像類似度が閾値を超える検索対象画像を検索結果として出力する。
【０００４】
　また、問合せ画像と部分的に類似した画像の検索を行う画像検索方法が、特許文献２に
記載されている。特許文献２に記載されている画像検索方法では、問合せ画像を入力する
とともに、問合せ画像内の検索の対象とする領域を問合せ領域として入力する。そして、
問合せ画像をブロック分割し、各ブロックと問合せ領域とが重なる面積に応じて設定した
重みで各ブロックの特徴量を重み付けして特徴量を算出する。検索対象の画像に対しても
同様に特徴量を算出し、双方の特徴量を比較して画像類似度を算出する。検索においては
、画像類似度が高い画像を検索結果として出力する。
【０００５】
　また、ユーザの検索の意図を反映した画像検索方法が、特許文献３に記載されている。
特許文献３に記載されている画像検索方法では、問合せ画像および検索対象の画像を複数
の領域に分け、ユーザが各分割領域に異なる重みを設定する。問合せ画像と検索対象の画
像との間で各分割領域ごとに特徴量を比較して得られる類似度に対して、各分割領域に設
定された重みを作用させることで画像類似度を算出する。ユーザが検索の際に重要視した
い領域を指定できるため、ユーザの検索の意図を反映した画像検索を行うことができる。
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－３１２２４８号公報（段落００１２－００１３、図９、図１
３）
【特許文献２】特開２０００－１６３５７６号公報（段落００１７－００２０、図７、図
８）
【特許文献３】特開２００１－１３４７６５号公報（段落００２８－００３１、図１１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかし、特許文献１に記載されている方法では、問合せ画像と検索対象の画像の同一性
を前提としている。このため、画像にテロップ重畳、画像の一部の切り抜き・切り出しな
どの各種加工処理が施されて画像の絵柄が部分的に変化した画像と、加工前の元画像との
間の画像類似度は低い値として算出される。よって、加工処理が施された画像から元画像
を判定や検索するのに十分な性能が得られないという問題点がある。
【０００８】
　また、特許文献２に記載されている方法では、部分的に絵柄の異なる加工画像に対応で
きるものの、検索の対象とする領域をあらかじめ指定する必要がある。特許文献３に記載
されている方法でも、同様に、画像の領域ごとに重み値を設定することにより、検索の際
に重要視したい領域をユーザが指定する必要がある。このため、加工処理が施された画像
から、加工前の元画像を判定したり検索したりする目的で画像類似度を算出するために、
ユーザがあらかじめ加工処理の施されてない領域を指定する必要がある。よって、ユーザ
に大きな負担になるという問題点がある。
【０００９】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものであり、領域を指定するという
負担をユーザに課すことなく、加工処理が施されて部分的に絵柄の変化した画像から加工
前の元画像を精度よく判定したり検索したりするために、加工処理が施された画像と加工
前の元画像との間の画像類似度を高い値として算出することができる画像類似度算出シス
テム、画像検索システム、画像類似度算出方法および画像類似度算出用プログラムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による画像類似度算出システム、画像類似度算出方法および画像類似度算出用プ
ログラムは、画像に加工処理が施される確率モデルを考慮しながら、問合せ画像の分割さ
れた小領域ごとの特徴量と参照画像の分割された小領域ごとの特徴量とを比較して、問合
せ画像と参照画像の画像類似度を算出するように構成されていることを特徴とする。
【００１１】
　本発明による他の態様の画像類似度算出システム、画像類似度算出方法および画像類似
度算出用プログラムは、問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割さ
れた小領域ごとの特徴量とを、領域ごとに画像に加工処理が施される確率モデルを考慮し
ながら比較して、問合せ画像と参照画像の画像類似度を算出するように構成されているこ
とを特徴とする。
【００１２】
　本発明によるさらに他の態様の画像類似度算出システム、画像類似度算出方法および画
像類似度算出用プログラムは、問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の
分割された小領域ごとの特徴量とを比較したのち、画像に加工処理が施される確率モデル
を考慮して問合せ画像と参照画像の画像類似度を算出するように構成されていることを特
徴とする。
【００１３】
　本発明によるさらに他の態様の画像類似度算出システム、画像類似度算出方法および画
像類似度算出用プログラムは、問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の
分割された小領域ごとの特徴量とを、領域ごとに画像に加工処理が施される確率モデルを
考慮しながら比較したのち、確率モデルを考慮して問合せ画像と参照画像の画像類似度を
算出するように構成されていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明による画像類似度算出システムの好ましい一態様は、例えば、領域ごとに画像に
加工処理が施される確率にもとづいて画像の領域ごとの重み値を算出する局所領域重み値
算出手段と、問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割された小領域
ごとの特徴量とを比較して小領域ごとの特徴量の類似度を算出する小領域類似度算出手段
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と、算出された小領域ごとの類似度に領域ごとの重み値を作用させて問合せ画像と参照画
像の画像類似度を算出する画像類似度算出手段とを備えた構成である。このような構成を
採用し、画像の領域ごとの加工確率を考慮して画像類似度を算出することにより、画像の
類似度の判定において加工処理が施された確率の高い領域の影響を排除することができる
ため、加工処理が施された画像と元画像間の画像類似度を高い値として算出することがで
きる。
【００１５】
　本発明による画像類似度算出システムの好ましい一態様は、例えば、領域ごとに画像に
加工処理が施される確率にもとづいて画像間の一致を判定するしきい値を算出する一致判
定しきい値算出手段と、問合せ画像の分割された小領域ごとの特徴量と参照画像の分割さ
れた小領域ごとの特徴量とを比較して小領域ごとの特徴量の類似度を算出する小領域類似
度算出手段と、算出された小領域ごとの類似度から画像全体の類似度を算出したのち一致
を判定するしきい値を用いて画像全体の類似度を修正して問合せ画像と参照画像の画像類
似度を算出する画像類似度算出手段とを備えた構成である。このような構成を採用し、画
像に加工処理が施される確率モデルにもとづいて画像間の類似度の確率分布を推定するこ
とにより、比較する２つの画像が一致するか否かを判定する最適なしきい値を算出し、前
記しきい値を用いて画像間の類似度を修正することにより、加工処理が施された画像と元
画像間の画像類似度を高い値として算出することができ、全く無関係の２つの画像間の画
像類似度を低い値として算出することができ、加工処理が施された問合せ画像が参照画像
から生成されたものか否かを判定するのに適した画像類似度を算出することができる。
【００１６】
　本発明による画像検索システムの好ましい一態様は、例えば、入力として与えられる学
習画像または機器特性から画像の局所領域ごとに加工処理が施される確率を局所領域加工
確率として算出する加工確率モデル推定手段と、局所領域加工確率にもとづいて画像の局
所領域ごとの重み値を局所領域重み値として算出する局所領域重み値算出手段と、入力と
して与えられる加工処理が施された問合せ画像を小領域に分割する画像分割手段と、分割
された小領域から各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出する小領域特徴
量抽出手段と、事前に登録された複数の参照画像からなる参照画像群におけるそれぞれの
参照画像の小領域特徴量を記憶する参照画像群小領域特徴量記憶部と、参照画像群小領域
特徴量記憶部に記憶された各参照画像の小領域特徴量と、問合せ画像小領域特徴量とを比
較して、各参照画像に対する小領域ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出する
小領域類似度算出手段と、小領域類似度算出手段が算出した各参照画像に対する小領域類
似度に局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをして問合せ
画像と参照画像群の各参照画像との画像類似度を算出する画像類似度算出手段と、画像類
似度算出手段が算出した各参照画像に対する画像類似度にもとづいて、参照画像群の中か
ら問合せ画像に対する検索結果を出力する検索結果出力手段とを備えた構成である。この
ような構成を採用し、画像の領域ごとの加工確率を考慮して画像類似度を算出することに
より、画像の類似度の判定において加工処理が施された確率の高い領域の影響を排除する
ことができるため、加工処理が施された画像と類似度が高い参照画像を抽出することがで
きる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の第１の効果は、加工処理が施された画像と元画像間の画像類似度を高い値とし
て算出することができることにある。その理由は、画像に加工処理が施される確率モデル
を考慮しながら画像類似度を算出することにより、画像類似度の算出において加工処理が
施された確率の高い領域の影響を排除することができるためである。
【００１８】
　本発明の第２の効果は、加工処理が施された画像から元画像を精度よく検索することが
できることにある。その理由は、加工処理が施された画像と元画像間の画像類似度を高い
値として算出できる第１の効果を有する画像類似度の算出方法を利用して画像の検索を行
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うためである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２０】
　（第１の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態について図面を参照して説明する。図１のブロック図に示す
ように、本発明の画像類似度算出システムの第１の実施の形態は、機能上、特徴量抽出部
１１と、画像類似度算出部１２と、加工確率モデル推定手段（加工確率算出手段の一例）
１３と、局所領域重み値算出手段１４とを備えている。
【００２１】
　特徴量抽出部１１は、機能上、画像分割手段１１１と、小領域特徴量抽出手段１１２と
を含む。
【００２２】
　画像分割手段１１１は、加工処理が施された問合せ画像が入力されると、問合せ画像を
小領域に分割し、小領域に分割された問合せ画像を小領域特徴量抽出手段１１２に出力す
る。加工処理とは、画像の絵柄を部分的に変化させる処理のことをいう。加工処理の例と
して、画像に対するテロップ・字幕やキャラクターなどの重畳オブジェクトのオーバーレ
イ、画像の一部の切り抜き・切り出し、画像の一部に対するモザイク処理・ぼかし処理な
どがある。小領域に分割する方法は任意である。小領域に分割する方法の例として、画像
を同一の大きさの矩形に分割する方法、画像を不均一な大きさの矩形に分割する方法、画
像を円形や三角形などの矩形以外の任意の形状・任意の大きさに分割する方法などがある
が、これらの分割方法に限ったものではない。また、小領域の一部が重複するように分割
してもよい。また、画像全体を小領域に分割する必要もなく、画像の一部のみを小領域に
分割してもよい。
【００２３】
　小領域特徴量抽出手段１１２は、画像分割手段１１１から入力される小領域に分割され
た問合せ画像から各小領域の特徴量を抽出し、抽出された問合せ画像の小領域特徴量を小
領域類似度算出手段１２１に出力する。抽出する小領域特徴量の例として、色情報、エッ
ジ情報、テクスチャ情報、形状情報、動き情報などがあるが、これらに限ったものではな
い。
【００２４】
　色情報の小領域特徴量の例として、各小領域内の全画素値の平均値、最頻値、メディア
ン値などの代表値や、画素値の出現ヒストグラムなどがある。画素値とはＲＧＢ表色空間
、ＨＳＶ表色空間、ＹＵＶ表色空間、ＹＩＱ表色空間、ＹＣｂＣｒ表色空間、Ｌ＊ａ＊ｂ
＊表色空間、ＸＹＺ表色空間などの各種表色空間系の座標値のことである。また、国際標
準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color、 Color Layout
、 Scalable Color、 Color Structureなどの色情報に関する特徴量を用いてもよい。
【００２５】
　エッジ情報の小領域特徴量の例として、各小領域の大局的なエッジパターンを、複数あ
るエッジパターンの中の最も合致するパターンとして記述する特徴量（以後、エッジ要素
特徴量と呼ぶ。）を用いてもよいし、各章領域内の局所的なエッジパターンの出現ヒスト
グラムを用いてもよい。また、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Edge H
istogramを用いてもよい。テクスチャ情報の特徴量の例としては、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５
９３８－３に規定されている Homogeneous Textureや Texture Browsingなどがある。形状
情報の特徴量の例としては、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Region S
hape、 Contour Shape、 Shape 3Dなどがある。
【００２６】
　また、問合せ画像が動画像のフレーム画像である場合は、小領域特徴量として動き情報
を用いてもよい。動き情報の特徴量の例としては、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規
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定されている Parametric Motionや Motion Activityなどがある。
【００２７】
　加工確率モデル推定手段１３は、入力として与えられる加工処理が施された学習画像ま
たは加工処理を施す機器の特性から、画像の局所領域ごとに加工処理が施される確率を局
所領域加工確率として算出し、算出された局所領域加工確率を局所領域重み値算出手段１
４に出力する。局所領域は、画像分割手段１１１において分割される小領域と対応するの
が望ましいが、画像分割手段１１１において分割される小領域を更に小さい複数の領域に
分割したものでもよいし、画像の各画素を局所領域としてもよい。また、画像分割手段１
１１における小領域分割方法とは異なる任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域と
してもよい。
【００２８】
　学習画像とは、加工確率モデル推定手段１３が局所領域加工確率を算出するための元に
なる１つまたは複数の加工処理が施された画像である。例えば、本発明が、映像編集装置
に適用される場合には、加工処理が施された任意の映像を構成するフレーム画像を学習画
像として用いることができる。また、学習画像は１種類に限られず、例えば、ニュース番
組として使用されるニュース画像、スポーツ番組として使用されるスポーツ画像、バラエ
ティ番組として使用されるバラエティ画像など、画面においてテロップ挿入などの加工処
理が施される場所に特徴があると想定される種別ごとに分類されていてもよい。例えば、
スポーツ画像については、画面における周辺部分に加工処理が施される可能性が高いと想
定され、バラエティ番組画像については、画面における中央部分に加工処理が施される可
能性が高いと想定される場合などに、スポーツ画像用の学習画像と、バラエティ番組画像
用の学習画像とを使い分ければよい。この場合には、加工確率モデル推定手段１３は、種
別毎の局所領域加工確率を算出する。なお、ユーザが問合せ画像の種別を指定することに
より、問合せ画像の種別に対応した局所領域加工確率を使用することができる。
【００２９】
　加工処理が施された学習画像が入力として与えられる場合は、学習画像において加工処
理が施された領域を特定し、局所領域加工確率を計測する。加工処理が施された領域を特
定する方法としては、人手によって行ってもよいし、例えば特開２００３－１７９８８８
号公報に記載されているような画像情報と文字情報とを分離する方法（以下、テロップ検
出方法という。）などの加工処理を自動的に検出する方法を用いてもよい。加工処理を施
す機器の特性が入力として与えられる場合は、当該機器が画像に対して施す加工パターン
および各加工パターンの使用頻度の情報に基づいて、局所領域加工確率を計測する方法が
ある。
【００３０】
　機器特性の一例として、加工処理を施す機器が画像に対して施す加工のパターンおよび
各加工パターンの使用頻度の情報がある。例えば、本発明が、映像編集装置に適用される
場合には、ある映像編集装置を用いたときに画面における特定の１つまたは複数の領域に
加工処理が施される可能性が高いと想定され、他の映像編集装置を用いたときに画面にお
ける別の特定の１つまたは複数の領域に加工処理が施される可能性が高いと想定される場
合に、それらの領域を加工処理が施される領域として示す情報を、加工のパターンを示す
情報として使用することができる。また、例えば、スポーツ画像については、画面におけ
る周辺領域に加工処理が施される可能性が高いと想定され、バラエティ番組画像について
は、画面における中央領域に加工処理が施される可能性が比較的高いと想定される場合な
どに、それらの領域を加工処理が施される領域として示す情報を加工のパターンを示す情
報として使用することができる。つまり、本来的な意味での機器の特性だけでなく、一の
機器（例えばテロップ挿入装置）が用いられる場合でも画像の種別に応じて加工のパター
ンを変えるときには、それぞれの加工パターンおよび各加工パターンの使用頻度の情報は
、機器特性に含まれる。
【００３１】
　局所領域重み値算出手段１４は、加工確率モデル推定手段１３から入力される局所領域
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加工確率にもとづいて、画像の各局所領域から抽出される特徴量が画像全体の類似度の算
出にどの程度有効であるかを数値化した重み値を局所領域重み値として算出し、算出され
た局所領域重み値を画像類似度算出手段１２２に出力する。局所領域重み値は、当該局所
領域の局所領域加工確率が低いほど、高い値に設定するのが有効である。局所領域重み値
の算出方法の一例として、
　局所領域重み値＝１－局所領域加工確率
とする方法があるが、これに限ったものではなく、局所領域重み値を、局所領域加工確率
が高い場合には低い値、局所領域加工確率が低い場合には高い値とするなど、画像類似度
算出処理において、加工処理が施された確率の高い領域の影響を排除することができる他
の算出方法を用いてもよい。
【００３２】
　局所領域は、加工確率モデル推定手段１３における局所領域と同様に、画像分割手段１
１１において分割される小領域と対応するのが望ましいが、画像分割手段１１１において
分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画像の各画素を局
所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法とは異なる任意
の形状や大きさに分割した領域を局所領域としてもよい。
【００３３】
　画像類似度算出部１２は、機能上、小領域類似度算出手段１２１と、画像類似度算出手
段１２２とを含む。
【００３４】
　小領域類似度算出手段１２１は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画
像の小領域の特徴量と、入力として与えられる参照画像の小領域特徴量とを比較し、小領
域ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類
似度算出手段１２２に出力する。小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応
じて任意に定められる。例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代
表値を小領域特徴量として用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関
値にもとづいて類似度を算出する方法がある。色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領
域特徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類似度を算出する方法がある。
【００３５】
　また、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color、 Color Layo
ut、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Texture、 Textur
e Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion、 Motion Act
ivityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推
奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる。
【００３６】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合は、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない場
合には類似度を０とする方法がある。ここで、入力として与えられる参照画像の小領域特
徴量に関する小領域は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域
特徴量に関する小領域と対応しているのが望ましい。対応する小領域を直接比較すること
ができるためである。
【００３７】
　画像分割方法が異なるために、問合せ画像の小領域と参照画像の小領域とが対応してい
ない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に対応した
特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域特徴量に
関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の領域に分
割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出することで、問
合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。また、参照画像の小領域特
徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法と全
く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画像の各小領域と重複する参照

10

20

30

40

50

(12) JP 3899523 B2 2007.3.28



画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例した重み付けをして総和する
ことで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【００３８】
　画像類似度算出手段１２２は、小領域類似度算出手段１２１から入力される小領域類似
度に対して、局所領域重み値算出手段１４から入力される局所領域重み値から求められる
小領域ごとの重み値を用いて重み付けをする。さらに、求められた重み付けされた小領域
類似度から画像全体の類似度を画像類似度として算出し、算出された画像類似度を出力す
る。画像類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領域の総和として
求める方法や、平均値として求める方法などがある。
【００３９】
　局所領域重み値算出手段１４から入力される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域
類似度算出手段１２１から入力される小領域類似度を持つ小領域と対応する場合には、局
所領域重み値を直接小領域ごとの重み値として用いることができる。小領域類似度を持つ
小領域と、局所領域重み値を持つ局所領域が対応していない場合には、局所領域重み値を
用いて小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を補完すればよい。例えば、局所領域
重み値を持つ局所領域が、小領域類似度を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割した
ものであるならば、複数の局所領域重み値の平均値を算出することで、小領域類似度を持
つ小領域に対応した重み値を生成することができる。また、局所領域重み値に関する局所
領域分割方法が、小領域類似度に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割
方法である場合には、小領域と重複する複数の局所領域の重み値を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を生成
することができる。
【００４０】
　なお、画像類似度算出システムは、コンピュータで実現可能であり、画像類似度算出シ
ステムを構成する各構成要素、すなわち、特徴量抽出部１１、画像類似度算出部１２、加
工確率モデル推定手段１３および局所領域重み値算出手段１４は、コンピュータの処理装
置（ＣＰＵ）に上述した機能を実現させるためのプログラムとして実現可能である。画像
類似度算出システムを構成する各構成要素がコンピュータで実現可能であること、および
プログラムとして実現可能であることは、第１の実施の形態に限らず、後述する他の実施
の形態でも同様である。
【００４１】
　次に、図１のブロック図および図２のフローチャートを参照して、第１の実施の形態の
動作について説明する。
【００４２】
　学習画像または機器特性が入力として与えられると（ステップＡ１）、加工確率モデル
推定手段１３は、入力された学習画像または機器特性から、画像の局所領域ごとに加工処
理が施される確率を局所領域加工確率として算出する（ステップＡ２）。
【００４３】
　図３は、加工確率モデル推定手段１３による局所領域加工確率の算出の仕方を説明する
説明図である。図３に示す例では、画像データに対応する画像の領域は１６個の局所領域
に分けられている。加工確率モデル推定手段１３は、複数の学習画像のそれぞれの局所領
域について加工処理が施されている場合には「１」とし、施されていない場合には「０」
として、局所領域ごとに平均をとるなどの処理によって、局所領域ごとに加工処理が施さ
れる確率を算出する。すなわち、局所領域加工確率を示す確率モデルを推定する。なお、
ここで説明した確率モデルの推定方法は一例であり、他の方法を用いてもよい。
【００４４】
　そして、加工確率モデル推定手段１３は、算出した局所領域加工確率を局所領域重み値
算出手段１４に出力する。次に、局所領域重み値算出手段１４は、局所領域加工確率にも
とづいて画像の局所領域ごとの重み値を局所領域重み値として算出する（ステップＡ３）
。
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【００４５】
　また、加工処理が施された問合せ画像が入力として与えられると（ステップＡ４）、画
像分割手段１１１は、入力された問合せ画像を小領域に分割し、小領域に分割された画像
を小領域特徴量抽出手段１１２に出力する（ステップＡ５）。小領域特徴量抽出手段１１
２は、小領域に分割された画像の各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出
し、抽出された問い合わせ画像小領域特徴量を小領域類似度算出手段１２１に出力する（
ステップＡ６）。次いで、参照画像の小領域特徴量が入力として与えられると（ステップ
Ａ７）、小領域類似度算出手段１２１は、入力された参照画像の小領域特徴量と問合せ画
像小領域特徴量を比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算
出された小領域類似度を画像類似度算出手段１２２に出力する（ステップＡ８）。次いで
、画像類似度算出手段１２２は、小領域類似度に対して、ステップＡ３において局所領域
重み値算出手段１４で算出された局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用
いて重み付けをして問合せ画像と参照画像の画像類似度を算出する（ステップＡ９）。こ
のようにして、局所領域重み値を用いることから、加工処理が施された確率の高い領域の
影響を排除することができる。最後に、画像類似度算出手段１２２は、算出された画像類
似度を出力する（ステップＡ１０）。
【００４６】
　本発明の第１の実施の形態では、画像の分割された小領域ごとの類似度に対して、画像
に加工処理の施される確率モデルを考慮して算出した重み付けを施して画像類似度を算出
している。このため、画像類似度の算出において加工処理が施された確率の高い領域の影
響を排除し、問合せ画像の加工前の状態と参照画像との類似度を正しく測定ができ、加工
処理が施された画像と元画像間の画像類似度を高い値として算出することができる。また
、本発明の第１の実施の形態では、問合せ画像から加工処理が施された領域を検出する処
理を必要とせず、また学習画像または機器特性から局所領域重み値を算出しているため、
あらかじめ別処理において局所領域重み値を求めておくことができ、画像類似度の算出を
高速に行うことができる。
【００４７】
　また、この実施の形態では、画像類似度算出手段１２２が、加工確率モデル推定手段１
３が推定した画像に加工処理が施される確率モデル、具体的には、局所領域ごとに画像に
加工処理が施される確率モデルを考慮して画像類似度を算出したが、小領域類似度算出手
段１２１が、確率モデルを考慮しながら、入力された参照画像の小領域特徴量と問合せ画
像小領域特徴量を比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出するよ
うにしてもよい。例えば、加工処理が施される確率が高い小領域に対して小領域類似度を
低めに調整する等の処理を施すようにしてもよい。なお、小領域類似度算出手段１２１が
、確率モデルを考慮しながら小領域類似度を算出してもよいことは、以下の実施の形態で
も同様である。
【００４８】
　なお、加工確率モデル推定手段１３は、問合わせ画像の入力のそれぞれに対応したタイ
ミングで局所領域加工確率を算出するという必要はない。例えば、本発明が適用される装
置またはシステムの設置時や、その後の定期的な時期等に局所領域加工確率の算出処理を
行えばよい。そして、加工確率モデル推定手段１３は、算出結果を保持し、問合わせ画像
が入力されると、保持している局所領域加工確率を局所領域重み値算出手段１４に出力す
る。また、このことは、以下の各実施の形態における加工確率モデル推定手段についても
同様である。
【００４９】
　従って、あらかじめ局所領域加工確率を算出し、算出された局所領域加工確率をＲＯＭ
等の記憶手段に格納してもよい。図４は、加工確率モデル推定手段１３に代えて、局所領
域加工確率を記憶する記憶手段が設けられている第１の実施の形態の変形例を示すブロッ
ク図である。
【００５０】
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　図４に示す構成において、加工確率モデル記憶手段１３９は、局所領域加工確率を記憶
している。局所領域は、画像分割手段１１１において分割される小領域と対応するのが望
ましいが、画像分割手段１１１において分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割
したものでもよいし、画像の各画素を局所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１
における小領域分割方法とは異なる任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域として
もよい。局所領域加工確率として、全ての画像に対して共通に使用する値を記憶しておい
てもよいし、ニュース画像、スポーツ画像、バラエティ画像など、使用される画像の種別
ごとに異なる値を記憶しておいてもよい。後者の場合において、ユーザが問合せ画像の種
別を指定することにより、問合せ画像の種別に対応した局所領域加工確率を使用すること
ができる。
【００５１】
　図５は、加工確率モデル記憶手段１３９に記憶される局所領域加工確率の一例を示す説
明図である。この例では、ニュース画像、スポーツ画像、バラエティ画像の各種別に応じ
て、画像の分割された局所領域ごとに加工処理が施される確率が記憶されている。ニュー
ス画像やスポーツ画像では、画像の左上、右上、下部に加工処理が施される確率が高いた
め、該当する局所領域の局所領域加工確率の値が高くなっている。またバラエティ画像で
は、画像の中央部に加工処理が施される確率も高くなっている。
【００５２】
　なお、図４に示す加工確率モデル記憶手段１３９以外の各ブロックの構成および動作は
、図１に示された各ブロックの構成および動作と同じである。このような変形例によれば
、演算機能を持つ加工確率モデル推定手段１３を備える必要がなくなる。
【００５３】
　また、局所領域加工確率をフラッシュメモリなどの書き換え可能な記憶手段に記憶させ
、局所領域加工確率が変更可能になるように構成してもよい。図６は、加工確率モデル推
定手段１３に代えて、局所領域加工確率を記憶する書き換え可能な記憶手段が設けられて
いる第１の実施の形態の他の変形例を示すブロック図である。
【００５４】
　図６に示す構成において、加工確率モデル推定手段１３は、随時追加で入力される加工
処理が施された学習画像または加工処理を施す機器の特性から、画像の局所領域ごとに加
工処理が施される確率を局所領域加工確率として算出し、算出された局所領域加工確率を
加工確率モデル更新手段１４９に出力する。なお、加工確率モデル推定手段１３には、例
えば、定期的に、または、加工確率モデルが大きく変わる可能性がある何らかの事象が生
じたときなどに学習画像または加工処理を施す機器の特性が入力される。
【００５５】
　加工確率モデル更新手段１４９は、加工確率モデル記憶手段１３９にあらかじめ記憶さ
れている局所領域加工確率を読み込み、加工確率モデル記憶手段１３９から読み込んだ局
所領域加工確率と、加工確率モデル推定手段１３から入力される局所領域加工確率とを用
いて、局所領域加工確率を更新し、更新した局所領域加工確率を加工確率モデル記憶手段
１３９に記憶させる。また、加工確率モデル更新手段１４９は、加工確率モデル記憶手段
１３９から読み込んだ新たな局所領域加工確率を、そのまま加工確率モデル記憶手段１３
９に記憶させることによって、局所領域加工確率を更新するようにしてもよい。
【００５６】
　なお、図６に示す加工確率モデル更新手段１４９および加工確率モデル記憶手段１３９
以外の各ブロックの構成および動作は、図１に示された各ブロックの構成および動作と同
じである。このような変形例によれば、加工確率モデル記憶手段１３９に記憶されている
局所領域加工確率を、適切な内容に維持することができる。
【００５７】
　（第２の実施の形態）
　本発明の第２の実施の形態について図面を参照して説明する。図７のブロック図に示す
ように、本発明の画像類似度算出システムの第２の実施の形態は、図１に示された第１の
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実施の形態における画像類似度算出部１２が、画像類似度算出部２２に置き換わり、また
、参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検索結果出力手段２６を有する点が第１の実施の
形態とは異なる。なお、この実施の形態のように参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検
索結果出力手段２６を有する画像類似度算出システムは、画像検索システムを実現する。
【００５８】
　参照画像群小領域特徴量記憶部２５は、事前に登録された複数の参照画像の小領域特徴
量を記憶している。参照画像群小領域特徴量記憶部２５に記憶されている各参照画像の小
領域特徴量に関する小領域は、画像分割手段１１１において分割される問合せ画像の小領
域と対応しているのが望ましいが、問合せ画像の小領域とは異なる形状や大きさに分割さ
れたものでもよい。
【００５９】
　画像類似度算出部２２は、機能上、小領域類似度算出手段２２１と、画像類似度算出手
段２２２とを含む。
【００６０】
　小領域類似度算出手段２２１は、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から複数の参照画
像の小領域特徴量を１画像分ずつ読み込み、読み込んだ各参照画像の小領域特徴量と、小
領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
とに特徴量の類似度を小領域類似度として算出する。算出された参照画像群の各参照画像
に対する小領域類似度を画像類似度算出手段２２２に出力する。
【００６１】
　小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応じて任意に定められる。例えば
、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代表値を小領域特徴量として用い
た場合は、使用している表色空間における距離値や相関値にもとづいて類似度を算出する
方法がある。色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合は、ヒ
ストグラム間の類似度を算出する方法がある。
【００６２】
　また、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color
、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Tex
ture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion
、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９
３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる
。
【００６３】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合は、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない場
合には類似度を０とする方法がある。ここで、小領域特徴量抽出手段１１２から入力され
る問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域と、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から
読み込んだ参照画像の小領域特徴量に関する小領域が、画像分割方法が異なるために対応
していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に対
応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域特
徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の領
域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出すること
で、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【００６４】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【００６５】
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　画像類似度算出手段２２２は、小領域類似度算出手段２２１から入力される参照画像群
の各参照画像に対する小領域類似度に対して、局所領域重み値算出手段１４から入力され
る局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求められた
重み付けされた小領域類似度から画像全体の類似度を画像類似度として算出する。そして
、算出された参照画像群の各参照画像に対する画像類似度を検索結果出力手段２６に出力
する。
【００６６】
　画像類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領域の総和として求
める方法や、平均値として求める方法などがある。局所領域重み値算出手段１４から入力
される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度算出手段１２１から入力される小
領域類似度を持つ小領域と対応する場合には、局所領域重み値を直接小領域ごとの重み値
として用いることができる。小領域類似度を持つ小領域と、局所領域重み値を持つ局所領
域が対応していない場合には、局所領域重み値を用いて小領域類似度を持つ小領域に対応
した重み値を補完すればよい。例えば、局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度
を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割したものであるならば、複数の局所領域重み
値の平均値を算出することで、小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を生成するこ
とができる。
【００６７】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度に関する小領域分割
方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所
領域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【００６８】
　検索結果出力手段２６は、画像類似度算出手段２２２から入力される参照画像群の各参
照画像に対する画像類似度にもとづいて、参照画像群の中から問合せ画像に対する検索結
果を出力する。検索として、参照画像群の全参照画像の中から、最も画像類似度が大きい
値を持つ参照画像を出力する方法がある。また参照画像群の各参照画像に対する画像類似
度と、あらかじめ設定した閾値を比較し、画像類似度が閾値以上である参照画像を全て出
力してもよい。
【００６９】
　次に、図２のブロック図および図７のフローチャートを参照して、第２の実施の形態の
動作について説明する。
【００７０】
　学習画像または機器特性が入力として与えられると（ステップＢ１）、加工確率モデル
推定手段１３は、入力された学習画像または機器特性から、画像の局所領域ごとに加工処
理が施される確率を局所領域加工確率として算出し、算出された局所領域加工確率を局所
領域重み値算出手段１４に出力する（ステップＢ２）。局所領域重み値算出手段１４は、
局所領域加工確率にもとづいて画像の局所領域ごとの重み値を局所領域重み値として算出
する（ステップＢ３）。
【００７１】
　加工処理が施された問合せ画像が入力として与えられると（ステップＢ４）、画像分割
手段１１１は、入力された問合せ画像を小領域に分割し、小領域分割された画像を小領域
特徴量抽出手段１１２に出力する（ステップＢ５）。小領域特徴量抽出手段１１２は、小
領域分割された画像の各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出し、抽出さ
れた問い合わせ画像小領域特徴量を小領域類似度算出手段２２１に出力する（ステップＢ
６）。次に、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から、１画像分の参照画像の小領域特徴
量を読み込む（ステップＢ７）。
【００７２】
　小領域類似度算出手段２２１は、読み込まれた１画像分の参照画像の小領域特徴量と問
合せ画像小領域特徴量を比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出
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し、算出された小領域類似度を画像類似度算出手段２２２に出力する（ステップＢ８）。
次に、画像類似度算出手段２２２は、小領域類似度に対して、ステップＢ３において局所
領域重み値算出手段１４で算出された局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値
を用いて重み付けをして読み込まれた１画像分の参照画像と問合せ画像の画像類似度を算
出する（ステップＢ９）。次に、参照画像群小領域特徴量記憶部２５に記憶されている全
ての参照画像に対する画像類似度を算出したか否かを調べる（ステップＢ１０）。画像類
似度を算出していない参照画像が残っている場合には、ステップＢ７へ戻る。全ての参照
画像に対する画像類似度が算出されている場合には、ステップＢ１１へ進む。最後に、検
索結果出力手段２６は、全ての参照画像に対する画像類似度にもとづいて、参照画像群の
中から問合せ画像に対する検索結果を出力する（ステップＢ１１）。
【００７３】
　本発明の第２の実施の形態では、本発明の第１の実施の形態の効果を有する画像類似度
の算出方法を利用して画像の検索を行う。従って、加工処理が施された確率の高い領域の
影響を排除して算出した画像類似度を用いて画像の検索を行うため、加工処理が施された
画像から元画像を精度よく検索することができる。また、第１の実施の形態と同様に、問
合せ画像から加工領域を検出する処理を必要とせず、あらかじめ局所領域重み値を求めて
おくことができるため、画像検索を高速に行うことができる。
【００７４】
　なお、第２の実施の形態でも、第１の実施の形態についての各変形例を適用することが
できる。すなわち、加工確率モデル推定手段１３に代えて加工確率モデル記憶手段１３９
を設けてもよいし、加工確率モデル更新手段１４９と加工確率モデル記憶手段１３９とを
設けてもよい。
【００７５】
　（第３の実施の形態）
　本発明の第３の実施の形態について図面を参照して説明する。図９のブロック図に示す
ように、本発明の画像類似度算出システムの第３の実施の形態は、特徴量抽出部１１と、
画像類似度算出部３２と、加工領域検出手段（加工確率算出手段の一例）３３と、局所領
域重み値算出手段３４とを備えている。特徴量抽出部１１は、第１の実施の形態において
備えられていたものと同じものである。
【００７６】
　加工領域検出手段３３は、入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像に対し
て、テロップ検出方法などの加工領域を自動的に検出する方法により、問合せ画像の局所
領域ごとに加工処理が施された確率を局所領域加工確率として算出し、算出された局所領
域加工確率を局所領域重み値算出手段３４に出力する。局所領域加工確率の確率値は、任
意の値であってもよいし、１、０の２値であってもよい。また、局所領域は、画像分割手
段１１１で分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画像の
各画素を局所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法とは
異なる任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域としてもよい。
【００７７】
　局所領域重み値算出手段３４は、加工領域検出手段３３から入力される局所領域加工確
率にもとづいて、画像の各局所領域から抽出される特徴量が画像全体の類似度の算出にど
の程度有効であるかを数値化した重み値を局所領域重み値として算出する。そして、算出
された局所領域重み値を画像類似度算出手段３２２に出力する。局所領域は、画像分割手
段１１１において分割される小領域と対応するのが望ましいが、画像分割手段１１１にお
いて分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画像の各画素
を局所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法とは異なる
任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域としてもよい。局所領域重み値の算出方法
の一例として、
　局所領域重み値＝１－局所領域加工確率
とする方法があるが、これに限ったものではなく、画像類似度算出処理において、加工処
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理が施された確率の高い領域の影響を排除することができる他の算出方法を用いてもよい
。また、加工領域検出手段３３から入力される局所領域加工確率が１、０の２値の確率値
として与えられる場合には、複数の局所領域を統合した領域を新たな局所領域とし、局所
領域重み値を統合後の局所領域内に含まれる局所領域加工確率がである統合前の局所領域
の面積の割合として求める方法がある。
【００７８】
　画像類似度算出部３２は、機能上、小領域類似度算出手段３２１と、画像類似度算出手
段３２２とを含む。
【００７９】
　小領域類似度算出手段３２１は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画
像の小領域特徴量と、入力として与えられる参照画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
との特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類似度
算出手段３２２に出力する。小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応じて
任意に定められる。例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代表値
を小領域特徴量として用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関値に
もとづいて類似度を算出する方法がある。
【００８０】
　色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合には、ヒストグラ
ム間の類似度を算出する方法がある。またＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されて
いる Dominant Color、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogra
m、 Homogeneous Texture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D
、 Parametric Motion、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算
出することができる。
【００８１】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、入力として与えられる参照画像の小領域
特徴量に関する小領域は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領
域特徴量に関する小領域と対応しているのが望ましい。対応する小領域を直接比較するこ
とができるためである。問合せ画像の小領域と参照画像の小領域が画像分割方法が異なる
ために対応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の
小領域に対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像
の小領域特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さ
い複数の領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算
出することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【００８２】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【００８３】
　画像類似度算出手段３２２は、小領域類似度算出手段３２１から入力される小領域類似
度に対して、局所領域重み値算出手段３４から入力される局所領域重み値から求められる
小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求められた重み付けされた小領域類似度から
画像全体の類似度を画像類似度として算出し、算出された画像類似度を出力する。画像類
似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領域の総和として求める方法
や、平均値として求める方法などがある。
【００８４】
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　局所領域重み値算出手段３４から入力される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域
類似度算出手段３２１から入力される小領域類似度を持つ小領域と対応する場合には、局
所領域重み値を直接小領域ごとの重み値として用いることができる。小領域類似度を持つ
小領域と、局所領域重み値を持つ局所領域が対応していない場合には、局所領域重み値を
用いて小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を補完すればよい。例えば、局所領域
重み値を持つ局所領域が、小領域類似度を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割した
ものであるならば、複数の局所領域重み値の平均値を算出することで、小領域類似度を持
つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【００８５】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度に関する小領域分割
方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所
領域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【００８６】
　第３の実施の形態では、第１の実施の形態と同様に、加工処理が施された確率の高い領
域の影響を排除して画像類似度を算出するが、局所領域重み値を問合せ画像から直接算出
した局所領域加工確率にもとづいて算出している。学習画像または機器特性から学習的に
局所領域重み値を平均値として求める第１の実施の形態とは異なり、問合せ画像ごとに局
所領域重み値を算出するため、加工処理が施された画像と元画像間の画像類似度をより高
い値として算出することができる。また本実施の形態では、学習画像または機器特性の入
力を必要としない。
【００８７】
　（第４の実施の形態）
　本発明の第４の実施の形態について図面を参照して説明する。図１０のブロック図に示
すように、本発明の画像類似度算出システムの第４の実施の形態は、図９に示された第３
の実施の形態における画像類似度算出部３２が、画像類似度算出部４２に置き換わり、ま
た、参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検索結果出力手段２６を有する点で第３の実施
の形態とは異なる。参照画像群小領域特徴量記憶部２５および検索結果出力手段２６は、
第２の実施の形態において備えられていたものと同じものである。
【００８８】
　画像類似度算出部４２は、機能上、小領域類似度算出手段４２１と、画像類似度算出手
段４２２とを含む。
【００８９】
　小領域類似度算出手段４２１は、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から複数の参照画
像の小領域特徴量を１画像分ずつ読み込み、読み込んだ各参照画像の小領域特徴量と、小
領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
とに特徴量の類似度を小領域類似度として算出する。算出された参照画像群の各参照画像
に対する小領域類似度を画像類似度算出手段４２２に出力する。小領域類似度の算出方法
は、使用する小領域特徴量に応じて任意に定められる。例えば、小領域の色の平均値、最
頻度値、メディアン値などの代表値を小領域特徴量として用いた場合には、使用している
表色空間における距離値や相関値にもとづいて類似度を算出する方法がある。
【００９０】
　色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合には、ヒストグラ
ム間の類似度を算出する方法がある。また、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－
３に規定されている Dominant Color、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure
、 Edge Histogram、 Homogeneous Texture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour S
hape、 Shape 3D、 Parametric Motion、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた
場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従
って類似度を算出することができる。
【００９１】
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　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、小領域特徴量抽出手段１１２から入力さ
れる問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域と、参照画像群小領域特徴量記憶部２５か
ら読み込んだ参照画像の小領域特徴量に関する小領域が、画像分割方法が異なるために対
応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に
対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域
特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の
領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出するこ
とで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【００９２】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【００９３】
　画像類似度算出手段４２２は、小領域類似度算出手段４２１から入力される参照画像群
の各参照画像に対する小領域類似度に対して、局所領域重み値算出手段３４から入力され
る局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求められた
重み付けされた小領域類似度から画像全体の類似度を画像類似度として算出する。算出さ
れた参照画像群の各参照画像に対する画像類似度を検索結果出力手段２６に出力する。
【００９４】
　画像類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領域の総和として求
める方法や、平均値として求める方法などがある。局所領域重み値算出手段３４から入力
される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度算出手段４２１から入力される小
領域類似度を持つ小領域と対応する場合には、局所領域重み値を直接小領域ごとの重み値
として用いることができる。小領域類似度を持つ小領域と、局所領域重み値を持つ局所領
域が対応していない場合には、局所領域重み値を用いて小領域類似度を持つ小領域に対応
した重み値を補完すればよい。例えば、局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度
を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割したものであるならば、複数の局所領域重み
値の平均値を算出することで、小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を生成するこ
とができる。
【００９５】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度に関する小領域分割
方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所
領域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【００９６】
　検索結果出力手段２６は、第２の実施の形態の場合と同様に、検索結果を出力する。
【００９７】
　第４の実施の形態では、第３の実施の形態の効果を有する画像類似度の算出方法を利用
して画像の検索を行う。また、第２の実施の形態とは異なり、問合せ画像ごとに局所領域
重み値を算出するため、加工処理が施された画像から元画像をより高精度に検索すること
ができる。また、第３の実施の形態と同様に、本実施の形態では学習画像または機器特性
の入力を必要としない。
【００９８】
　（第５の実施の形態）
　本発明の第５の実施の形態について図面を参照して説明する。図１１のブロック図に示
すように、本発明の画像類似度算出システムの第５の実施の形態は、特徴量抽出部１１と
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、画像類似度算出部５２と、加工確率モデル推定手段５３と、一致判定閾値算出手段５４
とを備えている。特徴量抽出部１１は、本発明の第１の実施の形態において備えられてい
たものと同じものである。
【００９９】
　加工確率モデル推定手段（加工確率算出手段の一例）５３は、入力として与えられる加
工処理が施された学習画像、または加工処理を施す機器の特性から、画像の局所領域ごと
に加工処理が施される確率である局所領域加工確率、または画像に加工処理が施される局
所領域数の確率分布である加工局所領域数確率分布を算出し、算出された局所領域加工確
率または加工局所領域数確率分布を一致判定閾値算出手段５４に出力する。
【０１００】
　機器特性の一例として、加工処理を施す機器が画像に対して施す加工のパターンおよび
各加工パターンの使用頻度の情報がある。局所領域は、画像分割手段１１１において分割
される小領域と対応するのが望ましいが、画像分割手段１１１において分割される小領域
を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画像の各画素を局所領域としてもよ
い。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法とは異なる任意の形状や大きさに
分割した領域を局所領域としてもよい。
【０１０１】
　加工処理が施された学習画像が入力として与えられる場合には、学習画像において加工
処理が施された領域を特定し、局所領域加工確率を計測する。加工処理が施された領域を
特定する方法として、人手によって行ってもよいし、テロップ検出方法などの加工処理を
自動的に検出する方法を用いてもよい。加工処理を施す機器の特性が入力として与えられ
る場合には、当該機器が画像に対して施す加工パターンおよび各加工パターンの使用頻度
の情報にもとづいて、局所領域加工確率を計測する方法がある。
【０１０２】
　一致判定閾値算出手段５４は、加工確率モデル推定手段５３から入力される局所領域加
工確率または加工局所領域数確率分布にもとづいて、後述する画像類似度算出手段５２２
で求められる画像全体の類似度に対して、比較している２つの画像が一致するか否かを判
定する最適な閾値を一致判定閾値として算出し、算出された一致判定閾値を画像類似度算
出手段５２２に出力する。最適な閾値の算出方法として、局所領域加工確率または加工局
所領域数確率分布にもとづいて加工処理が施され部分的に絵柄の変化した加工画像と元の
画像間で、画像類似度算出手段５２２において画像の小領域ごとの類似度から求められる
画像全体の類似度の生起確率分布を推定し、推定された画像全体の類似度の生起確率分布
にもとづいて加工画像と元画像を不一致と判定する確率が十分に小さいと判断できる閾値
に設定する方法がある。画像全体の類似度の生起確率分布を推定する際に、加工処理によ
る絵柄の変化の影響の他に、画像の再エンコードに起因するノイズ発生による特徴量の変
動の影響も考慮してもよい。
【０１０３】
　画像類似度算出部５２は、機能上、小領域類似度算出手段５２１と、画像類似度算出手
段５２２とを含む。
【０１０４】
　小領域類似度算出手段５２１は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画
像の小領域特徴量と、入力として与えられる参照画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
との特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類似度
算出手段５２２に出力する。小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応じて
任意に求めてよい。例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代表値
を小領域特徴量として用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関値に
もとづいて類似度を算出する方法がある。
【０１０５】
　色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合には、ヒストグラ
ム間の類似度を算出する方法がある。またＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されて
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いる Dominant Color、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogra
m、 Homogeneous Texture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D
、 Parametric Motion、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算
出することができる。
【０１０６】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、入力として与えられる参照画像の小領域
特徴量に関する小領域は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領
域特徴量に関する小領域と対応しているのが望ましい。対応する小領域を直接比較するこ
とができるためである。問合せ画像の小領域と参照画像の小領域が画像分割方法が異なる
ために対応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の
小領域に対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像
の小領域特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さ
い複数の領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算
出することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１０７】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【０１０８】
　画像類似度算出手段５２２は、小領域類似度算出手段５２１から入力される小領域類似
度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体の類似度を一致判定閾値算出手段
５４から入力される一致判定閾値を用いて修正し、修正された類似度を画像類似度として
出力する。画像全体の類似度の算出方法として、小領域類似度の全小領域の総和として求
める方法や、平均値として求める方法などがある。画像全体の類似度を一致判定閾値を用
いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類似度を１に、
画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度を０に修正する方法がある。
【０１０９】
　次に、図１１のブロック図および図１２のフローチャートを参照して、第５の実施の形
態の動作について説明する。
【０１１０】
　学習画像または機器特性が入力として与えられると（ステップＣ１）、加工確率モデル
推定手段５３は、入力された学習画像または機器特性から、画像の局所領域ごとに加工処
理が施される確率である局所領域加工確率または画像に加工処理が施される局所領域数の
確率分布である加工局所領域数確率分布を算出し、算出された局所領域加工確率または加
工局所領域数確率分布を一致判定閾値算出手段５４に出力する（ステップＣ２）。次に、
一致判定閾値算出手段５４は、局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布にもとづ
いて画像間の一致を判定する閾値を一致判定閾値として算出する（ステップＣ３）。
【０１１１】
　加工処理が施された問合せ画像が入力として与えられると（ステップＣ４）、画像分割
手段１１１は、入力された問合せ画像を小領域に分割し、小領域分割された画像を小領域
特徴量抽出手段１１２に出力する（ステップＣ５）。小領域特徴量抽出手段１１２は、小
領域分割された画像の各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出し、抽出さ
れた問い合わせ画像小領域特徴量を小領域類似度算出手段５２１に出力する（ステップＣ
６）。次に、参照画像の小領域特徴量が入力として与えられる（ステップＣ７）。小領域
類似度算出手段５２１は、入力された参照画像の小領域特徴量と問合せ画像小領域特徴量
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を比較して小領域ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域
類似度を画像類似度算出手段５２２に出力する（ステップＣ８）。画像類似度算出手段５
２２は、小領域類似度から画像全体の類似度を算出し、ステップＣ３において一致判定閾
値算出手段５４で算出された一致判定閾値を用いて画像全体の類似度を修正して問合せ画
像と参照画像の画像類似度を算出する（ステップＣ９）。最後に、画像類似度算出手段５
２２は、算出された画像類似度を出力する（ステップＣ１０）。
【０１１２】
　第５の実施の形態では、画像に加工処理が施される確率モデルにもとづいて、比較する
２つの画像が一致するか否かを判定する最適な閾値を算出し、この閾値にもとづいて画像
間の類似度を修正して画像類似度を算出する。画像が一致するか否かを判定する閾値にも
とづいて類似度を修正するため、本実施の形態は、加工処理が施された問合せ画像が参照
画像から生成されたものか否かを判定するのに適した画像類似度を算出することができる
。また、第５の実施の形態では、問合せ画像から加工処理が施された領域を検出する処理
を必要とせず、また学習画像または機器特性から一致判定閾値を算出しているため、あら
かじめ別処理において一致判定閾値を求めておくことができ、画像類似度の算出を高速に
行うことができる。
【０１１３】
　なお、第５の実施の形態でも、第１の実施の形態についての各変形例を適用することが
できる。すなわち、加工確率モデル推定手段５３に代えて加工確率モデル記憶手段を設け
てもよいし、加工確率モデル更新手段と加工確率モデル記憶手段とを設けてもよい。
【０１１４】
　（第６の実施の形態）
　本発明の第６の実施の形態について図面を参照して説明する。図１３のブロック図に示
すように、本発明の画像類似度算出システムの第６の実施の形態は、図１１示された第５
実施の形態における画像類似度算出部５２が、画像類似度算出部６２に置き換わり、また
、参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検索結果出力手段２６を有する点で第５実施の形
態とは異なる。参照画像群小領域特徴量記憶部２５および検索結果出力手段２６は、第２
の実施の形態において備えられていたものと同じものである。
【０１１５】
　画像類似度算出部６２は、機能上、小領域類似度算出手段６２１と画像類似度算出手段
６２２とを含む。
【０１１６】
　小領域類似度算出手段６２１は、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から複数の参照画
像の小領域特徴量を１画像分ずつ読み込み、読み込んだ各参照画像の小領域特徴量と、小
領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
とに特徴量の類似度を小領域類似度として算出する。算出された参照画像群の各参照画像
に対する小領域類似度を画像類似度算出手段６２２に出力する。小領域類似度の算出方法
は、使用する小領域特徴量に応じて任意に定められる。
【０１１７】
　例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代表値を小領域特徴量と
して用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関値にもとづいて類似度
を算出する方法がある。色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる
場合には、ヒストグラム間の類似度を算出する方法がある。
【０１１８】
　また、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color
、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Tex
ture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion
、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９
３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる
。
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【０１１９】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、小領域特徴量抽出手段１１２から入力さ
れる問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域と、参照画像群小領域特徴量記憶部２５か
ら読み込んだ参照画像の小領域特徴量に関する小領域が、画像分割方法が異なるために対
応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に
対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域
特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の
領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出するこ
とで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１２０】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【０１２１】
　画像類似度算出手段６２２は、小領域類似度算出手段６２１から入力される参照画像群
の各参照画像に対する小領域類似度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体
の類似度を一致判定閾値算出手段５４から入力される一致判定閾値を用いて修正する。修
正された参照画像群の各参照画像に対する類似度を画像類似度として検索結果出力手段２
６に出力する。画像全体の類似度の算出方法として、小領域類似度の全小領域の総和とし
て求める方法や、平均値として求める方法などがある。画像全体の類似度を一致判定閾値
を用いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類似度を１
に、画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度に修正する方法がある。
【０１２２】
　検索結果出力手段２６は、第２の実施の形態の場合と同様に、検索結果を出力する。
【０１２３】
　次に、図１３のブロック図および図１４のフローチャートを参照して、第６の実施の形
態の動作について説明する。
【０１２４】
　学習画像または機器特性が入力として与えられると（ステップＤ１）、加工確率モデル
推定手段５３は、入力された学習画像または機器特性から、画像の局所領域ごとに加工処
理が施される確率である局所領域加工確率または画像に加工処理が施される局所領域数の
確率分布である加工局所領域数確率分布を算出し、算出された局所領域加工確率または加
工局所領域数確率分布を一致判定閾値算出手段５４に出力する（ステップＤ２）。一致判
定閾値算出手段５４は、局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布にもとづいて画
像間の一致を判定する閾値を一致判定閾値として算出する（ステップＤ３）。
【０１２５】
　加工処理が施された問合せ画像が入力として与えられると（ステップＤ４）、画像分割
手段１１１は、入力された問合せ画像を小領域に分割し、小領域分割された画像を小領域
特徴量抽出手段１１２に出力する（ステップＤ５）。小領域特徴量抽出手段１１２は、小
領域分割された画像の各小領域の特徴量を問合せ画像小領域特徴量として抽出し、抽出さ
れた問い合わせ画像小領域特徴量を小領域類似度算出手段６２１に出力する（ステップＤ
６）。次に、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から、１画像分の参照画像の小領域特徴
量を読み込む（ステップＤ７）。小領域類似度算出手段６２１は、読み込まれた１画像分
の参照画像の小領域特徴量と問合せ画像小領域特徴量を比較して小領域ごとの特徴量の類
似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類似度算出手段６２２
に出力する（ステップＤ８）。
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【０１２６】
　画像類似度算出手段６２２は、小領域類似度から画像全体の類似度を算出し、ステップ
Ｄ３において一致判定閾値算出手段５４で算出された一致判定閾値を用いて画像全体の類
似度を修正して読み込まれた１が増分の参照画像と問合せ画像の画像類似度を算出する（
ステップＤ９）。次に、参照画像群小領域特徴量記憶部２５に記憶されている全ての参照
画像に対する画像類似度を算出したか否かを調べる（ステップＤ１０）。画像類似度を算
出していない参照画像が残っている場合には、ステップＤ７へ戻る。全ての参照画像に対
する画像類似度が算出されている場合には、ステップＤ１１へ進む。最後に、検索結果出
力手段２６は、全ての参照画像に対する画像類似度にもとづいて、参照画像群の中から問
合せ画像に対する検索結果を出力する（ステップＤ１１）。
【０１２７】
　第６の実施の形態では、加工処理が施された問合せ画像が参照画像から生成されたもの
か否かを判定するのに適した画像類似度を算出する第５の実施の形態を利用して、画像の
検索を行う。このため、本実施の形態では、加工処理が施された問合せ画像の元画像が参
照画像群の中に複数登録されている場合においても、加工済みの問合せ画像の元画像であ
ると判定される全ての画像を正確に検索することができる。また、第５の実施の形態と同
様に、問合せ画像から加工領域を検出する処理を必要とせず、あらかじめ一致判定閾値を
求めておくことができるため、画像検索を高速に行うことができる。
【０１２８】
　なお、第６の実施の形態でも、第１の実施の形態についての各変形例を適用することが
できる。すなわち、加工確率モデル推定手段５３に代えて加工確率モデル記憶手段を設け
てもよいし、加工確率モデル更新手段と加工確率モデル記憶手段とを設けてもよい。
【０１２９】
　（第７の実施の形態）
　本発明の第７の実施の形態について図面を参照して説明する。図１５のブロック図に示
すように、本発明の画像類似度算出システムの第７の実施の形態は、機能上、特徴量抽出
部１１と、画像類似度算出部７２と、加工領域検出手段７３と、一致判定閾値算出手段７
４とを備えている。特徴量抽出部１１は、本発明の第１の実施の形態において備えられて
いたものと同じものである。
【０１３０】
　加工領域検出手段７３は、入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像に対し
て、テロップ検出方法などの加工領域を自動的に検出する方法により、問合せ画像の局所
領域ごとに加工処理が施される確率である局所領域加工確率、または問合せ画像に加工処
理が施された局所領域数の確率分布である加工局所領域数確率分布を算出し、算出された
局所領域加工確率または加工局所領域数確率分布を一致判定閾値算出手段７４に出力する
。局所領域加工確率の確率値は、任意の値であってもよいし、１，０の２値であってもよ
い。また、局所領域は、画像分割手段１１１で分割される小領域を更に小さい複数の領域
に分割したものでもよいし、画像の各画素を局所領域としてもよい。また、画像分割手段
１１１における小領域分割方法とは異なる任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域
としてもよい。
【０１３１】
　一致判定閾値算出手段７４は、加工領域検出手段７３から入力される局所領域加工確率
または加工局所領域数確率分布にもとづいて、後述する画像類似度算出手段７２２で求め
られる画像全体の類似度に対して、比較している２つの画像が一致するか否かを判定する
最適な閾値を一致判定閾値として算出し、算出された一致判定閾値を画像類似度算出手段
７２２に出力する。最適な閾値の算出方法として、局所領域加工確率または加工局所領域
数確率分布にもとづいて加工処理が施され部分的に絵柄の変化した加工画像と元の画像間
で、画像類似度算出手段５２２において画像の小領域ごとの類似度から求められる画像全
体の類似度の生起確率分布を推定し、推定された画像全体の類似度の生起確率分布にもと
づいて加工画像と元画像を不一致と判定する確率が十分に小さいと判断できる閾値に設定
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する方法がある。画像全体の類似度の生起確率分布を推定する際に、加工処理による絵柄
の変化の影響の他に、画像の再エンコードに起因するノイズ発生による特徴量の変動の影
響も考慮してもよい。
【０１３２】
　画像類似度算出部７２は、機能上、小領域類似度算出手段７２１と、画像類似度算出手
段７２２とを含む。
【０１３３】
　小領域類似度算出手段７２１は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画
像の小領域特徴量と、入力として与えられる参照画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
との特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類似度
算出手段７２２に出力する。小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応じて
任意に定められる。例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代表値
を小領域特徴量として用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関値に
もとづいて類似度を算出する方法がある。色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特
徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類似度を算出する方法がある。
【０１３４】
　また、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color、 Color Layo
ut、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Texture、 Textur
e Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion、 Motion Act
ivityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推
奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる。
【０１３５】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、入力として与えられる参照画像の小領域
特徴量に関する小領域は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領
域特徴量に関する小領域と対応しているのが望ましい。対応する小領域を直接比較するこ
とができるためである。問合せ画像の小領域と参照画像の小領域が画像分割方法が異なる
ために対応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の
小領域に対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像
の小領域特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さ
い複数の領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算
出することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１３６】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【０１３７】
　画像類似度算出手段７２２は、小領域類似度算出手段７２１から入力される小領域類似
度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体の類似度を一致判定閾値算出手段
７４から入力される一致判定閾値を用いて修正し、修正された類似度を画像類似度として
出力する。画像全体の類似度の算出方法として、小領域類似度の全小領域の総和として求
める方法や、平均値として求める方法などがある。画像全体の類似度を一致判定閾値を用
いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類似度を１に、
画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度を０に修正する方法がある。
【０１３８】
　第７の実施の形態では、第５の実施の形態と同様に、加工処理が施された問合せ画像が
参照画像から生成されたものか否かを判定するのに適した画像類似度を算出するが、一致
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判定閾値を問合せ画像から直接算出した局所領域加工確率にもとづいて算出している。学
習画像または機器特性から学習的に一致判定閾値を平均値として求める第５の実施の形態
とは異なり、問合せ画像ごとに一致判定値を算出するため、加工処理が施された問合せ画
像が参照画像から生成されたものか否かを判定するのに適した画像類似度をより正確に求
めることができる。また本実施の形態では、学習画像または機器特性の入力を必要としな
い。
【０１３９】
　（第８の実施の形態）
　本発明の第８の実施の形態について図面を参照して説明する。図１６のブロック図に示
すように、本発明の画像類似度算出システムの第８の実施の形態は、図１５示された第７
実施の形態における画像類似度算出部７２が、画像類似度算出部８２に置き換わり、また
、参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検索結果出力手段２６を有する点で異なる。参照
画像群小領域特徴量記憶部２５および検索結果出力手段２６は、本発明の第２の実施の形
態において備えられていたものと同じものである。
【０１４０】
　画像類似度算出部８２は、機能上、小領域類似度算出手段８２１と、画像類似度算出手
段８２２とを含む。
【０１４１】
　小領域類似度算出手段８２１は、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から複数の参照画
像の小領域特徴量を１画像分ずつ読み込み、読み込んだ各参照画像の小領域特徴量と、小
領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
とに特徴量の類似度を小領域類似度として算出する。算出された参照画像群の各参照画像
に対する小領域類似度を画像類似度算出手段８２２に出力する。小領域類似度の算出方法
は、使用する小領域特徴量に応じて任意に求めてよい。例えば、小領域の色の平均値、最
頻度値、メディアン値などの代表値を小領域特徴量として用いた場合には、使用している
表色空間における距離値や相関値にもとづいて類似度を算出する方法がある。色やエッジ
要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類似度
を算出する方法がある。
【０１４２】
　また、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color
、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Tex
ture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion
、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９
３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる
。
【０１４３】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、小領域特徴量抽出手段１１２から入力さ
れる問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域と、参照画像群小領域特徴量記憶部２５か
ら読み込んだ参照画像の小領域特徴量に関する小領域が、画像分割方法が異なるために対
応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に
対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域
特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の
領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出するこ
とで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１４４】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
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した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【０１４５】
　画像類似度算出手段８２２は、小領域類似度算出手段８２１から入力される参照画像群
の各参照画像に対する小領域類似度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体
の類似度を一致判定閾値算出手段７４から出力される一致判定閾値を用いて修正する。修
正された参照画像群の各参照画像に対する類似度を画像類似度として検索結果出力手段２
６に出力する。画像全体の類似度の算出方法として、小領域類似度の全小領域の総和とし
て求める方法や、平均値として求める方法などがある。画像全体の類似度を一致判定閾値
を用いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類似度を１
に、画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度を０に修正する方法がある。
【０１４６】
　検索結果出力手段２６は、第２の実施の形態の場合と同様に、検索結果を出力する。
【０１４７】
　第８の実施の形態では、第７の実施の形態の効果を有する画像類似度の算出方法を利用
して画像の検索を行う。第６の実施の形態とは異なり、問合せ画像ごとに一致判定閾値を
算出するため、参照画像群の中から加工処理が施された問合せ画像の全ての元画像をより
正確に検索することができる。また、第７の実施の形態と同様に、本実施の形態では学習
画像または機器特性の入力を必要としない。
【０１４８】
　（第９の実施の形態）
　本発明の第９の実施の形態について図面を参照して説明する。図１７のブロック図に示
すように、本発明の画像類似度算出システムの第９の実施の形態は、機能上、特徴量抽出
部１１と、画像類似度算出部９２と、加工確率モデル推定手段９３と、局所領域重み値算
出手段９４と、一致判定閾値算出手段９５とを備えている。特徴量抽出部１１は、本発明
の第１の実施の形態において備えられていたものと同じものである。局所領域重み値算出
手段９４と一致判定閾値算出手段９５とを、１つの重み値および一致判定閾値算出手段と
して構成してもよい。
【０１４９】
　加工確率モデル推定手段９３は、入力として与えられる加工処理が施された学習画像ま
たは加工処理を施す機器の特性から、画像の局所領域ごとに加工処理が施される確率を局
所領域加工確率として算出し、算出された局所領域加工確率を局所領域重み値算出手段９
４に出力する。
【０１５０】
　機器特性の一例として、加工処理を施す機器が画像に対して施す加工のパターンおよび
各加工パターンの使用頻度の情報がある。局所領域は、画像分割手段１１１において分割
される小領域と対応するのが望ましいが、画像分割手段１１１において分割される小領域
を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画像の各画素を局所領域としてもよ
い。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法とは異なる任意の形状や大きさに
分割した領域を局所領域としてもよい。
【０１５１】
　加工処理が施された学習画像が入力として与えられる場合には、学習画像において加工
処理が施された領域を特定し、局所領域加工確率を計測する。加工処理が施された領域を
特定する方法として、人手によって行ってもよいし、テロップ検出方法などの加工処理を
自動的に検出する方法を用いてもよい。加工処理を施す機器の特性が入力として与えられ
る場合には、当該機器が画像に対して施す加工パターンおよび各加工パターンの使用頻度
の情報にもとづいて、局所領域加工確率を計測する方法がある。
【０１５２】
　局所領域重み値算出手段９４は、加工確率モデル推定手段９３から入力される局所領域
加工確率にもとづいて、画像の各局所領域から抽出される特徴量が画像全体の類似度の算
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出にどの程度有効であるかを数値化した重み値を局所領域重み値として算出し、算出され
た局所領域重み値を画像類似度算出手段９２２および一致判定閾値算出手段９５に出力す
る。局所領域重み値は、当該局所領域の局所領域加工確率が低いほど、高い値に設定する
のが有効である。局所領域重み値の算出方法の一例として、
　局所領域重み値＝１－局所領域加工確率
とする方法があるが、これに限ったものではなく、画像類似度算出処理において、加工処
理が施された確率の高い領域の影響を排除することができる他の算出方法を用いてもよい
。
【０１５３】
　局所領域は、加工確率モデル推定手段９３における局所領域と同様に、画像分割手段１
１１において分割される小領域と対応するのが望ましいが、画像分割手段１１１において
分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画像の各画素を局
所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法とは異なる任意
の形状や大きさに分割した領域を局所領域としてもよい。
【０１５４】
　一致判定閾値算出手段９５は、局所領域重み値算出手段９４から入力される局所領域重
み値にもとづいて、後述する画像類似度算出手段９２２で求められる画像全体の類似度に
対して、比較している２つの画像が一致するか否かを判定する最適な閾値を一致判定閾値
として算出し、算出された一致判定閾値を画像類似度算出手段９２２に出力する。画像類
似度算出手段９２２は、局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値により小領域
ごとの類似度を重み付けして、加工処理の影響を排除したうえで画像全体の類似度を算出
しているので、一致判定閾値を画像類似度算出手段９２２は、一致判定閾値を局所領域重
み値を考慮して算出する。最適な閾値の算出方法として、加工処理が施された画像と元の
画像間で、画像類似度算出手段９２２において局所領域重み値を作用させて加工処理の影
響を排除して求められる画像全体の類似度の推定値を、局所領域重み値にもとづいて算出
し、推定された画像全体の類似度にもとづいて、加工画像と元画像を不一致と判定する可
能性が十分に低いと判断できる閾値に設定する方法がある。またこの際に、画像の再エン
コードに起因するノイズ発生による特徴量の変動の影響も考慮してもよい。
【０１５５】
　画像類似度算出部９２は、機能上、小領域類似度算出手段９２１と、画像類似度算出手
段９２２とを含む。
【０１５６】
　小領域類似度算出手段９２１は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画
像の小領域特徴量と、入力として与えられる参照画像の小領域特徴量を比較し、小領域ご
との特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類似度
算出手段９２２に出力する。小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応じて
任意に求めてよい。例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代表値
を小領域特徴量として用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関値に
もとづいて類似度を算出する方法がある。色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特
徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類似度を算出する方法がある。
【０１５７】
　また、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color、 Color Layo
ut、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Texture、 Textur
e Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion、 Motion Act
ivityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推
奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる。
【０１５８】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、入力として与えられる参照画像の小領域
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特徴量に関する小領域は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領
域特徴量に関する小領域と対応しているのが望ましい。対応する小領域を直接比較するこ
とができるためである。問合せ画像の小領域と参照画像の小領域が画像分割方法が異なる
ために対応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の
小領域に対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像
の小領域特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さ
い複数の領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算
出することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１５９】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【０１６０】
　画像類似度算出手段９２２は、小領域類似度算出手段９２１から入力される小領域類似
度に対して、局所領域重み値算出手段９４から入力される局所領域重み値から求められる
小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求められた重み付けされた小領域類似度から
画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体の類似度を一致判定閾値算出手段９５か
ら入力される一致判定閾値を用いて修正し、修正された類似度を画像類似度として出力す
る。画像全体の類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領域の総和
として求める方法や、平均値として求める方法などがある。
【０１６１】
　局所領域重み値算出手段９４から入力される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域
類似度算出手段９２１から入力される小領域類似度を持つ小領域と対応する場合には、局
所領域重み値を直接小領域ごとの重み値として用いることができる。小領域類似度を持つ
小領域と、局所領域重み値を持つ局所領域が対応していない場合には、局所領域重み値を
用いて小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を補完すればよい。例えば、局所領域
重み値を持つ局所領域が、小領域類似度を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割した
ものであるならば、複数の局所領域重み値の平均値を算出することで、小領域類似度を持
つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【０１６２】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度を持つ小領域分割方
法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所領
域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度を
持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。また、画像全体の類似度を一致判
定閾値を用いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類似
度を１に、画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度を０に修正する方法があ
る。
【０１６３】
　第９の実施の形態は、第１の実施の形態および第５の実施の形態の効果を併せ持ち、加
工処理が施された問合せ画像が参照画像から生成されたものか否かを判定するのに適した
画像類似度を、加工処理の施される確率の高い領域の影響を排除して算出できる。本実施
の形態では、局所領域重み値算出手段９４において算出される局所領域重み値が一致判定
閾値算出手段９５へ供給される。この構成により、一致判定閾値算出手段９５は、一致判
定閾値を算出する際に参照する局所領域重み値を、加工確率モデル推定手段９３から出力
される局所領域加工確率から再度算出する必要がないため、演算量を抑えることができる
。また、第９の実施の形態では、問合せ画像から加工処理が施された領域を検出する処理
を必要とせず、また学習画像または機器特性から局所領域重み値および一致判定閾値を算
出しているため、あらかじめ別処理において局所領域重み値および一致判定閾値を求めて
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おくことができ、画像類似度の算出を高速に行うことができる。
【０１６４】
　なお、第９の実施の形態でも、第１の実施の形態についての各変形例を適用することが
できる。すなわち、加工確率モデル推定手段９３に代えて加工確率モデル記憶手段を設け
てもよいし、加工確率モデル更新手段と加工確率モデル記憶手段とを設けてもよい。
【０１６５】
　（第１０の実施の形態）
　本発明の第１０の実施の形態について図面を参照して説明する。図１８のブロック図に
示すように、本発明の画像類似度算出システムの第１０の実施の形態は、図１７に示され
た第９の実施の形態における画像類似度算出部９２が、画像類似度算出部１０２０に置き
換わり、また、参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検索結果出力手段２６とを有する点
で第９の実施の形態とは異なる。参照画像群小領域特徴量記憶部２５および検索結果出力
手段２６は、第２の実施の形態において備えられていたものと同じものである。
【０１６６】
　画像類似度算出部１０２０は、機能上、小領域類似度算出手段１ ２１と、画像類似度
算出手段１ ２２とを含む。
【０１６７】
　小領域類似度算出手段１ ２１は、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から複数の参照
画像の小領域特徴量を１画像分ずつ読み込み、読み込んだ各参照画像の小領域特徴量と、
小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域特徴量を比較し、小領域
ごとに特徴量の類似度を小領域類似度として算出する。算出された参照画像群の各参照画
像に対する小領域類似度を画像類似度算出手段１ ２２に出力する。小領域類似度の算出
方法は、使用する小領域特徴量に応じて任意に求めてよい。例えば、小領域の色の平均値
、最頻度値、メディアン値などの代表値を小領域特徴量として用いた場合には、使用して
いる表色空間における距離値や相関値にもとづいて類似度を算出する方法がある。色やエ
ッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類
似度を算出する方法がある。
【０１６８】
　また、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color
、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Tex
ture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion
、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９
３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる
。
【０１６９】
　また、類似度を１，０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、小領域特徴量抽出手段１１２から入力さ
れる問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域と、参照画像群小領域特徴量記憶部２５か
ら読み込んだ参照画像の小領域特徴量に関する小領域が、画像分割方法が異なるために対
応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に
対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域
特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の
領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出するこ
とで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１７０】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
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とができる。
【０１７１】
　画像類似度算出手段１ ２２は、小領域類似度算出手段１ ２１から入力される参照画
像群の各参照画像に対する小領域類似度に対して、局所領域重み値算出手段９４から入力
される局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求めら
れた重み付けされた小領域類似度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体の
類似度を一致判定閾値算出手段９５から入力される一致判定閾値を用いて修正する。修正
された参照画像群の各参照画像に対する類似度を画像類似度として検索結果出力手段２６
に出力する。画像全体の類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領
域の総和として求める方法や、平均値として求める方法などがある。
【０１７２】
　局所領域重み値算出手段９４から入力される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領域
類似度算出手段１ ２１から入力される小領域類似度を持つ小領域と対応する場合には、
局所領域重み値を直接小領域ごとの重み値として用いることができる。小領域類似度を持
つ小領域と、局所領域重み値を持つ局所領域が対応していない場合には、局所領域重み値
を用いて小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を補完すればよい。例えば、局所領
域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割し
たものであるならば、複数の局所領域重み値の平均値を算出することで、小領域類似度を
持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【０１７３】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度に関する小領域分割
方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所
領域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。また、画像全体の類似度を一致
判定閾値を用いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類
似度を１に、画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度を０に修正する方法が
ある。
【０１７４】
　検索結果出力手段２６は、第２の実施の形態の場合と同様に、検索結果を出力する。
【０１７５】
　第１０の実施の形態では、第９の実施の形態の効果を有する画像類似度の算出方法を用
いて画像の検索を行う。また、第９の実施の形態と同様に、問合せ画像から加工領域を検
出する処理を必要とせず、あらかじめ局所領域重み値および一致判定閾値を求めておくこ
とができるため、画像検索を高速に行うことができる。
【０１７６】
　なお、第１０の実施の形態でも、第１の実施の形態についての各変形例を適用すること
ができる。すなわち、加工確率モデル推定手段９３に代えて加工確率モデル記憶手段を設
けてもよいし、加工確率モデル更新手段と加工確率モデル記憶手段とを設けてもよい。
【０１７７】
　（第１１の実施の形態）
　本発明の第１１の実施の形態について図面を参照して説明する。  図１９のブロック図
に示すように、本発明の画像類似度算出システムの第１１の実施の形態は、機能上、特徴
量抽出部１１と、画像類似度算出部１１２ と、加工領域検出手段１１３と、局所領域重
み値算出手段１１４と、一致判定閾値算出手段１１５とを備えている。特徴量抽出部１１
は、本発明の第１の実施の形態において備えられていたものと同じものである。
【０１７８】
　加工領域検出手段１１３は、入力として与えられる加工処理が施された問合せ画像に対
して、テロップ検出方法などの加工領域を自動的に検出する方法により、問合せ画像の局
所領域ごとに加工処理が施された確率を局所領域加工確率として算出し、算出された局所
領域加工確率を局所領域重み値算出手段１１４に出力する。局所領域加工確率の確率値は
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、任意の値であってもよいし、１，０の２値であってもよい。また、局所領域は、画像分
割手段１１１で分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割したものでもよいし、画
像の各画素を局所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１における小領域分割方法
とは異なる任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域としてもよい。
【０１７９】
　局所領域重み値算出手段１１４は、加工領域検出手段１１３から入力される局所領域加
工確率にもとづいて、画像の各局所領域から抽出される特徴量が画像全体の類似度の算出
にどの程度有効であるかを数値化した重み値を局所領域重み値として算出し、算出された
局所領域重み値を画像類似度算出手段１１２２および一致判定閾値算出手段１１５に出力
する。
【０１８０】
　局所領域は、画像分割手段１１１において分割される小領域と対応するのが望ましいが
、画像分割手段１１１において分割される小領域を更に小さい複数の領域に分割したもの
でもよいし、画像の各画素を局所領域としてもよい。また、画像分割手段１１１における
小領域分割方法とは異なる任意の形状や大きさに分割した領域を局所領域としてもよい。
局所領域重み値の算出方法の一例として、
　局所領域重み値＝１－局所領域加工確率
とする方法があるが、これに限ったものではなく、画像類似度算出処理において、加工処
理が施された確率の高い領域の影響を排除することができる他の算出方法を用いてもよい
。
【０１８１】
　また、加工領域検出手段１１３から入力される局所領域加工確率が１，０の２値の確率
値として与えられる場合には、複数の局所領域を統合した領域を新たな局所領域とし、局
所領域重み値を統合後の局所領域内に含まれる局所領域加工確率である統合前の局所領域
の面積の割合として求める方法がある。
【０１８２】
　一致判定閾値算出手段１１５は、局所領域重み値算出手段１１４から入力される局所領
域重み値にもとづいて、後述する画像類似度算出手段１１２２で求められる画像全体の類
似度に対して、比較している２つの画像が一致するか否かを判定する最適な閾値を一致判
定閾値として算出し、算出された一致判定閾値を画像類似度算出手段１１２２に出力する
。画像類似度算出手段１１２２は、局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値に
より小領域ごとの類似度を重み付けして、加工処理の影響を排除したうえで画像全体の類
似度を算出しているので、一致判定閾値算出手段１１５は、一致判定閾値を局所領域重み
値を考慮して算出する。最適な閾値の算出方法として、加工処理が施された画像と元の画
像間で、画像類似度算出手段１１２２において局所領域重み値を作用させて加工処理の影
響を排除して求められる画像全体の類似度の推定値を、局所領域重み値にもとづいて算出
し、推定された画像全体の類似度にもとづいて、加工画像と元画像を不一致と判定する可
能性が十分に低いと判断できる閾値に設定する方法がある。またこの際に、画像の再エン
コードに起因するノイズ発生による特徴量の変動の影響も考慮してもよい。
【０１８３】
　画像類似度算出部１１２ は、機能上、小領域類似度算出手段１１２１と、画像類似度
算出手段１１２２とを含む。
【０１８４】
　小領域類似度算出手段１１２１は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ
画像の小領域特徴量と、入力として与えられる参照画像の小領域特徴量を比較し、小領域
ごとの特徴量の類似度を小領域類似度として算出し、算出された小領域類似度を画像類似
度算出手段１１２２に出力する。小領域類似度の算出方法は、使用する小領域特徴量に応
じて任意に求めてよい。例えば、小領域の色の平均値、最頻度値、メディアン値などの代
表値を小領域特徴量として用いた場合には、使用している表色空間における距離値や相関
値にもとづいて類似度を算出する方法がある。色やエッジ要素の出現ヒストグラムを小領
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域特徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類似度を算出する方法がある。
【０１８５】
　また、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color、 Color Layo
ut、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Texture、 Textur
e Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion、 Motion Act
ivityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３で推
奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる。
【０１８６】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、入力として与えられる参照画像の小領域
特徴量に関する小領域は、小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領
域特徴量に関する小領域と対応しているのが望ましい。対応する小領域を直接比較するこ
とができるためである。問合せ画像の小領域と参照画像の小領域が画像分割方法が異なる
ために対応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の
小領域に対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像
の小領域特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さ
い複数の領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算
出することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１８７】
　また、参照画像の小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量
に関する小領域分割方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画
像の各小領域と重複する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例
した重み付けをして総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成するこ
とができる。
【０１８８】
　画像類似度算出手段１１２２は、小領域類似度算出手段１１２１から入力される小領域
類似度に対して、局所領域重み値算出手段１１４から入力される局所領域重み値から求め
られる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求められた重み付けされた小領域類似
度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体の類似度を一致判定閾値算出手段
１１５から入力される一致判定閾値を用いて修正し、修正された類似度を画像類似度とし
て出力する。画像類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全小領域の総
和として求める方法や、平均値として求める方法などがある。
【０１８９】
　局所領域重み値算出手段１１４から入力される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領
域類似度算出手段１１２１から入力される小領域類似度を持つ小領域と対応する場合には
、局所領域重み値を直接小領域ごとの重み値として用いることができる。小領域類似度を
持つ小領域と、局所領域重み値を持つ局所領域が対応していない場合には、局所領域重み
値を用いて小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を補完すればよい。例えば、局所
領域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割
したものであるならば、複数の局所領域重み値の平均値を算出することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【０１９０】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度を持つ小領域分割方
法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所領
域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度を
持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。また、画像全体の類似度を一致判
定閾値を用いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類似
度を１に、画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度をに修正する方法がある
。
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【０１９１】
　第１１の実施の形態では、第９の実施の形態と同様に、加工処理が施された問合せ画像
が参照画像から生成されたものか否かを判定するのに適した画像類似度を加工処理が施さ
れる確率の高い領域の影響を排除して算出するが、局所領域重み値および一致判定閾値を
問合せ画像から直接算出した局所領域加工確率にもとづいて算出している。学習画像また
は機器特性から学習的に局所領域重み値および一致判定閾値を平均値として求める第９の
実施の形態とは異なり、問合せ画像ごとに局所領域重み値および一致判定値を算出するた
め、加工処理が施された問合せ画像が参照画像から生成されたものか否かを判定するのに
適した画像類似度をより正確に求めることができる。また、本実施の形態では、学習画像
または機器特性の入力を必要としない。また、第９の実施の形態と同様に、局所領域重み
値算出手段１１４において算出される局所領域重み値が一致判定閾値算出手段１１５へ供
給されるため、一致判定閾値算出手段１１５は、一致判定閾値を算出する際に参照する局
所領域重み値を、加工確率モデル推定手段１１３から出力される局所領域加工確率から再
度算出する必要がないため、演算量を抑えることができる。
【０１９２】
　（第１２の実施の形態）
　本発明の第１２の実施の形態について図面を参照して説明する。図２０のブロック図に
示すように、本発明の画像類似度算出システムの第１２の実施の形態は、図１９に示され
た第１１の実施の形態における画像類似度算出部１１２が、画像類似度算出部１２２０に
置き換わり、また、参照画像群小領域特徴量記憶部２５と検索結果出力手段２６とを有す
る点で第１１の実施の形態とは異なる。参照画像群小領域特徴量記憶部２５は、本発明の
第２の実施の形態において備えられていたものと同じものである。
【０１９３】
　画像類似度算出部１２２０は、機能上、小領域類似度算出手段１２２１と、画像類似度
算出手段１２２２とを含む。
【０１９４】
　小領域類似度算出手段１２２１は、参照画像群小領域特徴量記憶部２５から複数の参照
画像の小領域特徴量を１画像分ずつ読み込み、読み込んだ各参照画像の小領域特徴量と、
小領域特徴量抽出手段１１２から入力される問合せ画像の小領域特徴量を比較し、小領域
ごとに特徴量の類似度を小領域類似度として算出する。算出された参照画像群の各参照画
像に対する小領域類似度を画像類似度算出手段１２２２に出力する。小領域類似度の算出
方法は、使用する小領域特徴量に応じて任意に求めてよい。例えば、小領域の色の平均値
、最頻度値、メディアン値などの代表値を小領域特徴量として用いた場合には、使用して
いる表色空間における距離値や相関値にもとづいて類似度を算出する方法がある。色やエ
ッジ要素の出現ヒストグラムを小領域特徴量として用いる場合には、ヒストグラム間の類
似度を算出する方法がある。
【０１９５】
　また、国際標準規格ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９３８－３に規定されている Dominant Color
、 Color Layout、 Scalable Color、 Color Structure、 Edge Histogram、 Homogeneous Tex
ture、 Texture Browsing、 Region Shape、 Contour Shape、 Shape 3D、 Parametric Motion
、 Motion Activityなどを小領域特徴量として用いた場合には、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１５９
３８－３で推奨されている距離（類似度）計算法に従って類似度を算出することができる
。
【０１９６】
　また、類似度を１、０の２値判定結果としてもよい。例えば、エッジ要素特徴量を小領
域特徴量として用いる場合には、エッジ要素が一致する場合には類似度を１、一致しない
場合には類似度を０とする方法がある。ここで、小領域特徴量抽出手段１１２から入力さ
れる問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域と、参照画像群小領域特徴量記憶部２５か
ら読み込んだ参照画像の小領域特徴量に関する小領域が、画像分割方法が異なるために対
応していない場合には、どちらかの画像の小領域特徴量から、もう一方の画像の小領域に
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対応した特徴量を補完したうえで、類似度を算出すればよい。例えば、参照画像の小領域
特徴量に関する小領域が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域をより小さい複数の
領域に分割したものであるならば、参照画像の複数の小領域特徴量の平均値を算出するこ
とで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。また、参照画像の
小領域特徴量に関する小領域分割方法が、問合せ画像の小領域特徴量に関する小領域分割
方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、問合せ画像の各小領域と重複
する参照画像の複数の小領域の小領域特徴量を、重複する面積に比例した重み付けをして
総和することで、問合せ画像の小領域に対応した特徴量を生成することができる。
【０１９７】
　画像類似度算出手段１２２２は、小領域類似度算出手段１２２１から入力される参照画
像群の各参照画像に対する小領域類似度に対して、局所領域重み値算出手段１１４から入
力される局所領域重み値から求められる小領域ごとの重み値を用いて重み付けをし、求め
られた重み付けされた小領域類似度から画像全体の類似度を算出し、算出された画像全体
の類似度を一致判定閾値算出手段１１５から出力される一致判定閾値を用いて修正する。
修正された参照画像群の各参照画像に対する類似度を画像類似度として検索結果出力手段
２６に出力する。画像全体の類似度の算出方法として、重み付けされた小領域類似度の全
小領域の総和として求める方法や、平均値として求める方法などがある。
【０１９８】
　局所領域重み値算出手段１１４から入力される局所領域重み値を持つ局所領域が、小領
域類似度算出手段１２２１から入力される小領域類似度を持つ小領域と対応する場合には
、局所領域重み値を直接小領域ごとの重み値として用いることができる。小領域類似度を
持つ小領域と、局所領域重み値を持つ局所領域が対応していない場合には、局所領域重み
値を用いて小領域類似度を持つ小領域に対応した重み値を補完すればよい。例えば、局所
領域重み値を持つ局所領域が、小領域類似度を持つ小領域をより小さい複数の領域に分割
したものであるならば、複数の局所領域重み値の平均値を算出することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。
【０１９９】
　また、局所領域重み値に関する局所領域分割方法が、小領域類似度に関する小領域分割
方法と全く異なる形状や大きさの分割方法である場合には、小領域と重複する複数の局所
領域の重み値を、重複する面積に比例した重み付けをして総和することで、小領域類似度
を持つ小領域に対応した重み値を生成することができる。また、画像全体の類似度を一致
判定閾値を用いて修正する方法として、画像全体の類似度が一致判定閾値以上であれば類
似度を１に、画像全体の類似度が一致判定閾値未満であれば類似度を０に修正する方法が
ある。
【０２００】
　検索結果出力手段２６は、第２の実施の形態の場合と同様に、検索結果を出力する。
【０２０１】
　第１２の実施の形態では、第１１の実施の形態の効果を有する画像類似度の算出方法を
利用して画像の検索を行う。第１の実施の形態等とは異なり、問合せ画像ごとに局所領域
重み値および一致判定閾値を算出するため、参照画像群の中から加工処理が施された問合
せ画像の全ての元画像をより正確に検索することができる。また、第１１の実施の形態と
同様に、本実施の形態では学習画像または機器特性の入力を必要としない。
【産業上の利用可能性】
【０２０２】
　本発明は、複数の画像の類似度を算出する画像類似度算出システム、画像類似度算出方
法および画像類似度算出用プログラムならびに問い合わせ画像に類似した画像を検索する
画像検索システム等の用途に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０２０３】
【図１】本発明の第１の実施の形態の構成を示すブロック図である。
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【図２】本発明の第１の実施の形態の動作を示すフローチャートある。
【図３】局所領域加工確率の算出の仕方を説明する説明図である。
【図４】第１の実施の形態の変形例を示すブロック図である。
【図５】加工確率モデル記憶手段に記憶される局所領域加工確率の一例を示す説明図であ
る。
【図６】第１の実施の形態の他の変形例を示すブロック図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態の動作を示すフローチャートある。
【図９】本発明の第３の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の第４の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第５の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１２】本発明の第５の実施の形態の動作を示すフローチャートある。
【図１３】本発明の第６の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１４】本発明の第６の実施の形態の動作を示すフローチャートある。
【図１５】本発明の第７の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１６】本発明の第８の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１７】本発明の第９の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１８】本発明の第１０の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図１９】本発明の第１１の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２０】本発明の第１２の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０２０４】
　１１　　　特徴量抽出部
　１１１　　画像分割手段
　１１２　　小領域特徴量抽出手段
　１２　　　画像類似度算出部
　１２１　　小領域類似度算出手段
　１２２　　画像類似度算出手段
　１３　　　加工確率モデル推定手段
　１３９　　加工確率モデル記憶手段
　１４　　　局所領域重み値算出手段
　２２　　　画像類似度算出部
　２２１　　小領域類似度算出手段
　２２２　　画像類似度算出手段
　２５　　　参照画像群小領域特徴量記憶部
　２６　　　検索結果出力手段
　３２　　　画像類似度算出部
　３２１　　小領域類似度算出手段
　３２２　　画像類似度算出手段
　３３　　　加工領域検出手段
　３４　　　局所領域重み値算出手段
　４２　　　画像類似度算出部
　４２１　　小領域類似度算出手段
　４２２　　画像類似度算出手段
　５２　　　画像類似度算出部
　５２１　　小領域類似度算出手段
　５２２　　画像類似度算出手段
　５３　　　加工確率モデル推定手段
　５４　　　一致判定閾値算出手段
　６２　　　画像類似度算出部
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　６２１　　小領域類似度算出手
　６２２　　画像類似度算出手段
　７２　　　画像類似度算出部
　７２１　　小領域類似度算出手段
　７２２　　画像類似度算出手段
　７３　　　加工領域検出手段
　７４　　　一致判定閾値算出手段
　８２　　　画像類似度算出部
　８２１　　小領域類似度算出手段
　８２２　　画像類似度算出手段
　９２　　　画像類似度算出部
　９２１　　小領域類似度算出手段
　９２２　　画像類似度算出手段
　９３　　　加工確率モデル推定手段
　９４　　　局所領域重み値算出手段
　９５　　　一致判定閾値算出手段
　１０２０　画像類似度算出部
　１０２１　小領域類似度算出手段
　１０２２　画像類似度算出手段
　１１２０　画像類似度算出部
　１１２１　小領域類似度算出手段
　１１２２　画像類似度算出手段
　１１３　　加工領域検出手段
　１１４　　局所領域重み値算出手段
　１１５　　一致判定閾値算出手段
　１２２０　画像類似度算出部
　１２２１　小領域類似度算出手段
　１２２２　画像類似度算出手段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】
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